
大師の入唐
桑原隲蔵

青空文庫





　
　
　
　
　
（
一
）
緒
言

　
毎
年
こ
の
六
月
に
、
弘
法
大
師
降
誕
會
が
主
催
と
な
り
、
東
西
の
碩
學
を
聘
し
て
講
演
會
を
開
き
、
大
師
の

遺
風
餘
徳
を
偲
ぶ
と
い
ふ
こ
と
は
、
極
め
て
結
構
な
企
と
思
ふ
。
古
人
を
尚
友
す
と
申
し
て
、
過
去
の
偉
人
を

修
養
の
手
本
と
す
る
の
は
、
非
常
に
效
驗
が
多
い
。
現
存
の
人
々
に
も
立
派
な
方
は
尠
く
な
か
ら
う
が
、
生
き

た
人
間
の
褒
貶
は
定
ら
ぬ
。
憲
政
の
神
樣
が
一
朝
に
し
て
憲
政
の
賊
に
早
變
り
な
し
、
清
節
を
看
板
の
人
が
、

そ
の
反
對
の
事
實
を
新
聞
紙
上
に
素
張





拔
か
れ
た
り
す
る
。
眞
僞
は
兔
に
角
、
評
判
の
定
ら
ぬ
人
間
を
、
修
養

の
手
本
と
す
る
の
は
危
險
で
あ
る
。
大
師
の
如
き
、
千
歳
の
下
に
日
月
と
そ
の
光
を
爭
ふ
所
の
偉
人
を
仰
い
で
、

修
養
の
手
本
と
す
る
の
が
、
極
め
て
安
全
と
思
ふ
。

　
さ
て
本
年
は
不
肖
私
が
講
演
を
引
き
受
け
い
た
し
た
次
第
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
講
演
を
い
た
す
べ
き
か
と
、

可
な
り
苦
心
を
拂
う
た
。
一
體
私
は
宗
教
上
の
知
識
が
不
十
分
で
、
殊
に
眞
言
宗
に
就
い
て
の
知
識
は
皆
無
で

あ
る
。
從
つ
て
大
師
の
宗
教
上
に
於
け
る
偉
績
を
申
述
べ
る
資
格
が
な
い
。
さ
ら
ば
と
て
大
師
の
文
學
と
か
、

藝
術
と
か
に
關
し
て
は
、
已
に
前
年
來
先
輩
諸
博
士
の
講
演
が
發
表
さ
れ
て
居
つ
て
、
こ
の
方
面
で
も
餘
り
得

意
で
な
い
私
が
、
態
〻
蛇
足
を
添
へ
る
必
要
を
認
め
ぬ
。
そ
こ
で
色
々
思
案
の
末
に
、
茲
に
掲
げ
た
「
大
師
の

入
唐
」
と
い
ふ
題
目
を
選
ぶ
こ
と
に
い
た
し
た
。

　
私
は
自
分
の
專
門
と
し
て
、
唐
時
代
の
歴
史
は
多
少
調
査
し
て
居
る
。
ま
た
私
は
支
那
へ
滿
二
年
間
留
學
い
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た
し
た
。
丁
度
大
師
も
二
年
間
唐
に
留
學
さ
れ
て
居
る
。
大
師
が
一
年
餘
り
滯
在
に
な
つ
た
長
安
に
は
、
私
も

半
月
餘
り
滯
留
い
た
し
た
。
大
師
が
福
建
か
ら
長
安
へ
、
長
安
か
ら
浙
江
へ
往
復
さ
れ
た
、
そ
の
道
筋
の
半
ば

は
、
千
百
年
後
に
、
私
も
親
し
く
通
過
し
た
所
で
あ
る
。
こ
の
縁
故
に
よ
り
、
大
師
の
入
唐
の
時
、
そ
の
往
復

に
如
何
な
る
道
筋
を
と
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
旅
行
は
如
何
に
困
難
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
當
時
の
長

安
は
如
何
な
る
状
態
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
大
師
は
長
安
で
如
何
な
る
行
動
を
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ

風
の
問
題
を
、
當
時
の
記
録
と
私
自
身
の
體
驗
と
を
土
臺
と
し
て
御
話
し
申
し
た
い
。
か
か
る
講
演
は
當
會
で

未
だ
發
表
さ
れ
て
居
ら
ぬ
樣
で
あ
る
し
、
旁
〻
萬
更
不
適
當
の
も
の
で
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
（
二
）
渡
海

　
大
師
の
入
唐
は
そ
の
三
十
一
歳
の
時
で
、
正
し
く
桓
武
天
皇
の
延
暦
二
十
三
年
（
西
暦
八
〇
四
）
に
當
る
。

こ
の
年
の
七
月
六
日
に
、
遣
唐
大
使
藤
原
葛
野





麻
呂
の
一
行
が
、
肥
前
國
松
浦
郡
田
浦






か
ら
唐
へ
渡
る
こ
と
と

な
つ
た
。
大
師
は
橘
逸
勢






と
共
に
、
藤
原
葛
野
麻
呂
の
第
一
船
に
便
乘
い
た
し
、
天
台
の
傳
教
大
師
は
、
判
官

菅
原
清
公






の
第
二
船
に
便
乘
い
た
し
た
。
こ
こ
で
先
以
て
申
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
當
時
の
日
支
間
の
航

海
は
非
常
に
危
險
で
、
今
日
で
は
殆
ど
想
像
し
得
ざ
る
程
の
困
難
が
多
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
申
す
迄
も
な
く
、
當
時
の
航
海
は
帆
船
に
乘
る
の
で
、
風
の
利
用
が
第
一
に
緊
要
で
あ
る
。
所
が
當
時
日
支

間
の
航
海
に
、
こ
の
風
の
利
用
が
十
分
研
究
さ
れ
て
居
な
か
つ
た
。
一
體
西
は
紅
海
よ
り
、
東
は
日
本
海
に
至
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る
、
東
洋
の
海
上
に
吹
く
風
の
方
向
は
、
季
節
に
よ
つ
て
略
一
定
し
て
居
る
。
所
に
よ
つ
て
は
多
少
の
相
違
は

あ
る
が
、
極
め
て
大
體
を
見
渡
し
て
、
陰
暦
の
四
、
五
月
か
ら
七
、
八
月
に
か
け
て
は
、
多
く
西
南
の
風
が
吹

き
、
九
、
十
月
か
ら
翌
年
の
一
、
二
月
に
か
け
て
は
、
多
く
東
北
の
風
が
吹
く
。
そ
の
以
後
は
復
た
西
南
の
風

が
吹
き
出
す
と
い
ふ
樣
に
、
季
節
に
よ
つ
て
吹
く
風
の
方
向
が
略
一
定
し
て
居
る
。
こ
れ
は
西
暦
六
十
年
の
頃

に
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
住
人
ヒ
ッ
パ
ル
ス
と
い
ふ
人
が
始
め
て
發
見
し
て
、
航
海
に
利
用
し

た
と
傳
へ
ら
れ
る
の
で
、
ヒ
ッ
パ
ル
ス
風
と
も
、
ま
た
恆
信
風
と
も
い
は
れ
た
。
こ
の
風
の
利
用
が
開
け
て
以

來
、
西
洋
か
ら
東
洋
に
渡
航
す
る
に
は
、
西
南
風
を
利
用
し
て
四
・
五
月
の
頃
か
ら
發
船
す
る
。
そ
の
反
對
に

東
洋
か
ら
西
洋
に
出
掛
け
る
に
は
、
十
月
以
後
に
發
船
す
る
。
帆
船
時
代
に
は
皆
こ
の
恆
信
風
を
利
用
し
た
も

の
で
、
唐
宋
時
代
の
歴
史
を
見
渡
す
と
、
南
洋
や
西
洋
の
貿
易
船
が
支
那
に
入
港
す
る
の
は
、
大
抵
夏
の
五
月

の
南
風
の
吹
く
頃
で
、
之
を
夏
迅
と
い
ひ
、
そ
の
貿
易
船
が
西
洋
や
南
洋
へ
歸
航
す
る
の
は
、
冬
の
十
月
十
一

月
の
北
風
の
吹
く
時
で
、
之
を
冬
迅
と
い
う
た
。

　
日
支
間
の
航
海
に
も
こ
の
風
を
利
用
す
べ
き
と
思
ふ
が
、
事
實
大
師
の
時
代
に
は
、
餘
り
之
を
利
用
せ
な
か

つ
た
樣
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
日
本
か
ら
支
那
に
出
掛
け
る
に
は
、
大
抵
夏
期
を
選
ぶ
。
光
仁
天
皇
の
寶
龜
七

年
（
西
暦
七
七
六
）
の
閏
八
月
に
、
遣
唐
使
一
行
の
上
奏
に
、
今
既
入
於
秋
節
、
逆
風
日
扇
、
臣
等
望
、
待
來

年
夏
月
、
庶
得
渡
海
（
『
續
日
本
紀
』
卷
卅
四
）
と
い
へ
る
通
り
で
あ
る
。
現
に
大
師
等
も
七
月
六
日
に
田
浦

を
發
船
さ
れ
て
居
る
。
支
那
か
ら
日
本
に
歸
る
の
は
秋
冬
の
交
を
選
ぶ
。
こ
れ
ら
は
恆
信
風
利
用
の
點
か
ら
觀

れ
ば
、
間
違
つ
て
居
る
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
恆
信
風
以
外
に
、
低
氣
壓
や
潮
流
の
關
係
や
、
そ
の
他
の
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事
情
も
あ
つ
て
、
簡
單
に
斷
定
は
出
來
ぬ
が
、
恆
信
風
を
利
用
す
る
上
か
ら
申
せ
ば
、
そ
の
反
對
に
、
春
夏
の

交
に
支
那
か
ら
日
本
に
、
秋
期
に
日
本
か
ら
支
那
に
渡
航
す
る
方
が
寧
ろ
安
全
便
利
と
思
ふ
。

　
幾
多
の
入
唐
僧
侶
の
中
で
、
尤
も
迅
速
な
る
渡
海
を
遂
げ
た
の
は
、
安
祥
寺
の
惠
運
和
尚
で
あ
ら
う
。
彼
は

仁
明
天
皇
の
承
和
九
年
（
西
暦
八
四
二
）
秋
八
月
二
十
四
日
に
、
肥
前
國
松
浦
郡
遠
値
賀









島
那
留
浦
を
發
船
し
、

正
東
風
　
　
實
は
東
北
風
と
見
る
べ
き
で
あ
る
　
　
に
乘
じ
、
僅
に
六
晝
夜
に
し
て
浙
江
の
温
州
の
樂
城
縣

（
今
の
樂
清
縣
）
附
近
に
到
着
い
た
し
、
滯
在
五
年
の
後
ち
、
承
和
十
四
年
（
西
暦
八
四
七
）
の
夏
六
月
二
十

二
日
に
、
明
州
（
今
の
浙
江
省
會
稽
道
鄞
縣
）
よ
り
出
帆
し
て
、
西
南
風
を
利
用
し
、
僅
々
三
晝
夜
に
し
て
、

肥
前
國
遠
値
賀
島
に
歸
着
し
て
居
る
。
即
ち
往
復
と
も
に
恆
信
風
を
利
用
し
た
譯
で
あ
る
。

　
高
岳






（
眞
如
）
親
王
に
同
伴
し
て
入
唐
し
た
宗
叡
和
尚
は
、
清
和
天
皇
の
貞
觀
四
年
（
西
暦
八
六
二
）
の
九

月
三
日
に
、
肥
前
の
遠
値
賀
島
か
ら
東
北
風
に
乘
じ
て
帆
を
擧
げ
、
途
中
一
夜
だ
け
は
逆
風
に
苦
し
め
ら
れ
た

が
、
そ
の
七
日
に
早
く
も
浙
江
の
明
州
附
近
に
到
着
し
た
。
貞
觀
八
年
（
西
暦
八
六
六
）
歸
朝
の
時
は
、
六
月

に
福
建
の
福
州
（
今
の
閩
海
道
閩
侯
縣
）
よ
り
西
南
風
に
乘
じ
、
五
日
四
夜
に
し
て
遠
値
賀
島
に
到
着
し
て
居

る
。
こ
れ
も
往
復
と
も
に
恆
信
風
を
利
用
し
た
れ
ば
こ
そ
、
か
く
容
易
な
航
海
を
遂
げ
得
た
の
で
あ
る
。
か
く

西
暦
九
世
紀
の
半
頃
と
な
る
と
、
恆
信
風
を
利
用
し
た
場
合
が
多
く
見
當
る
が
、
そ
の
五
十
年
前
の
大
師
の
入

唐
時
代
に
は
、
未
だ
こ
の
利
用
が
十
分
に
知
ら
れ
て
居
な
か
つ
た
樣
に
思
ふ
。

　
次
に
航
海
に
は
方
向
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
に
は
羅
針
盤
を
使
用
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

羅
針
盤
が
航
海
に
利
用
さ
る
る
に
至
つ
た
の
は
、
大
師
の
時
代
よ
り
約
三
百
年
後
の
北
宋
の
末
期
か
ら
で
あ
る
。
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大
師
の
時
代
に
は
、
世
界
の
何
地
で
も
、
ま
だ
航
海
に
羅
針
盤
を
使
用
し
て
居
ら
ぬ
。
從
つ
て
こ
の
時
代
の
航

海
は
、
日
月
星
宿
を
目
標
に
し
て
方
向
を
定
め
る
と
い
ふ
、
至
極
不
安
心
の
も
の
で
あ
つ
た
。
大
師
よ
り
約
四

百
年
の
昔
に
、
法
顯
が
セ
イ
ロ
ン
か
ら
南
洋
を
經
て
支
那
に
歸
着
し
た
。
そ
の
當
時
の
航
海
の
有
樣
を
記
し
て

　
　
海
中
多
有
抄
賊
、
遇
輙
無
全
。
大
海
彌
漫
無
邊
、
不
識
東
西
、
唯
望
日
月
星
宿
而
進
。
若
陰
雨
時
、
爲
逐

　
　
風
去
、
亦
無
所
准
。
至
天
晴
已
、
乃
知
東
西
、
還
望
正
而
進
。
若
値
伏
石
（
暗
礁
）
、
則
無
活
路
（
『
法

　
　
顯
傳
』
）
。

と
申
し
て
居
る
。
法
顯
そ
の
人
も
廣
州
へ
入
港
す
る
豫
定
が
、
難
風
に
遇
ひ
方
向
を
誤
つ
て
、
今
の
山
東
の
膠

州
灣
附
近
へ
漂
着
し
た
の
で
あ
る
。
唐
時
代
の
航
海
の
状
態
も
ほ
ぼ
そ
れ
と
同
樣
で
あ
つ
た
。

　
唐
時
代
で
も
、
南
洋
方
面
か
ら
來
る
貿
易
船
は
鴿



を
養
ひ
、
之
を
陸
上
と
の
交
通
に
も
、
又
は
陸
地
の
搜
索

に
も
、
使
用
い
た
し
て
居
た
が
　
　
最
近
の
世
界
大
戰
以
來
持
て
囃
さ
れ
た
傳
書
鴿
の
使
用
は
、
東
洋
が
本
場

で
、
十
字
軍
の
頃
に
、
東
洋
か
ら
歐
洲
に
傳
つ
た
も
の
で
あ
る
　
　
日
支
間
の
航
海
に
は
之
を
使
用
せ
な
か
つ

た
。
從
つ
て
我
が
入
唐
船
が
本
國
を
離
る
る
が
最
後
、
陸
上
と
の
交
通
全
く
絶
え
て
、
一
切
の
消
息
が
通
ぜ
ぬ

の
で
、
そ
の
心
細
さ
は
想
像
以
上
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
之
に
加
へ
て
當
時
我
が
國
の
造
船
術
も
操
船
術
も
倶
に
幼
稚
で
、
支
那
は
勿
論
、
或
は
朝
鮮
よ
り
も
劣
つ
て

居
つ
た
。
齊
明
天
皇
の
御
世
に
、
百
濟
援
助
の
目
的
で
戰
艦
を
造
つ
た
が
、
折
角
出
來
上
る
と
間
も
な
く
「
艫

舳


相
反





」
と
い
ふ
有
樣
で
、
實
用
に
適
せ
な
か
つ
た
と
い
ふ
（
『
日
本
書
紀
』
卷
廿
六
）
。
つ
い
で
我
が
海
軍

と
唐
の
海
軍
と
、
今
の
朝
鮮
の
忠
清
南
道
に
あ
る
、
百
濟
の
白
村
江
（
白
江
口
）
で
會
戰
し
て
、
我
が
海
軍
が
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失
敗
し
た
が
、
そ
れ
も
畢
竟
我
が
國
の
戰
艦
の
不
完
全
と
操
船
の
不
熟
練
の
結
果
と
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
仁

明
天
皇
の
承
和
六
年
（
西
暦
八
三
九
）
八
月
に
唐
か
ら
歸
朝
し
た
大
使
藤
原
常
嗣






の
一
行
は
、
往
路
は
日
本
船

で
出
掛
け
た
が
、
そ
の
歸
路
に
は
日
本
船
の
不
完
全
を
嫌
ひ
、
江
蘇
の
楚
州
（
今
の
淮
揚
道
淮
安
縣
）
で
新
羅

船
を
倩
う
て
之
に
搭
乘
し
た
。
同
じ
年
に
新
羅
船
の
方
が
能
く
風
波
に
堪
へ
る
と
い
ふ
の
で
、
太
宰
府
で
新
羅

風
の
船
を
製
造
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
實
は
何
れ
も
當
時
日
本
に
於
け
る
造
船
の
不
完
全
な
り
し
證
據
と
認
む
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
元
・
明
時
代
に
至
つ
て
も
、
日
本
船
は
一
體
に
支
那
船
よ
り
製
造
法
が
劣
つ
て
居
つ
た

や
う
で
あ
る
。

　
上
述
の
如
き
事
情
で
あ
る
か
ら
、
當
時
の
航
海
の
例
と
し
て
、
出
發
の
時
に
も
歸
朝
の
時
に
も
、
三
四
艘
を

一
組
と
な
し
、
互
に
連
絡
を
と
つ
て
航
行
す
る
が
、
大
抵
中
途
で
離
散
す
る
。
二
三
の
著
し
い
難
船
の
實
例
を

示
す
と
、

（
ａ
）
聖
武
天
皇
の
御
世
に
、
遣
唐
大
使
多
治
比
眞
人
廣
成
の
一
行
は
、
天
平
六
年
（
西
暦
七
三
四
）
十
月
に

四
艘
の
船
に
分
乘
し
て
、
蘇
州
（
今
の
呉
縣
）
か
ら
歸
朝
の
途
に
就
い
た
が
、
大
使
の
搭
乘
し
た
第
一
船
が
比

較
的
無
事
な
り
し
を
除
く
の
外
、
そ
の
他
の
三
艘
は
皆
難
船
し
た
。
中
に
も
判
官
平
群
朝
臣
廣
成
の
一
行
百
十

五
人
の
搭
乘
し
た
第
三
船
は
、
南
海
の
崑
崙
國
（
林
邑
國
今
の
佛
領
安
南
の
一
部
）
に
漂
着
し
、
或
は
殺
害
せ

ら
れ
、
或
は
病
死
し
て
、
僅
に
四
人
だ
け
生
存
し
、
唐
の
保
護
を
受
け
て
、
十
年
（
西
暦
七
三
八
）
三
月
に
、

山
東
の
登
州
（
今
の
膠
東
道
蓬
莱
縣
）
よ
り
渤
海
國
に
送
ら
れ
、
渤
海
國
使
の
我
が
國
に
入
貢
す
る
に
同
行
し

て
、
龍
原
府
（
今
の
朝
鮮
の
國
境
の
圖
們
江
口
附
近
）
よ
り
歸
朝
せ
ん
と
し
た
が
、
又
逆
風
の
爲
に
、
出
羽
國
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に
漂
着
し
て
、
翌
十
一
年
（
西
暦
七
三
九
）
の
十
一
月
に
、
六
年
目
で
や
つ
と
平
城
の
京
に
到
着
し
た
。

（
ｂ
）
そ
の
後
約
二
十
年
に
し
て
孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
寶
五
年
（
西
暦
七
五
三
）
の
十
一
月
に
、
遣
唐
大
使
藤

原
清
河
ら
の
一
行
も
亦
四
艘
の
船
に
分
乘
し
て
、
蘇
州
か
ら
解
纜
し
た
が
、
間
も
な
く
離
散
し
、
中
に
も
清
河

や
阿
倍
仲
麿
の
搭
乘
し
た
第
一
船
は
、
安
南
の
驩
州
方
面
に
漂
着
し
て
、
安
南
か
ら
更
に
長
安
に
歸
つ
た
。
清

河
も
仲
麿
も
之
が
爲
に
、
遂
に
再
び
故
國
を
見
る
こ
と
を
得
ず
に
唐
で
逝
去
し
た
。
十
月
や
十
一
月
に
支
那
を

發
船
す
る
と
、
東
北
風
を
受
け
て
、
安
南
や
林
邑
方
面
へ
吹
き
附
け
ら
る
る
の
が
當
然
で
あ
ら
う
。

（
ｃ
）
更
に
そ
の
後
二
十
五
年
を
經
て
、
光
仁
天
皇
の
寶
龜
九
年
（
西
暦
七
七
八
）
に
遣
唐
副
使
小
野
朝
臣
石

根


　
　
こ
の
時
大
使
佐
伯
宿
禰
今
毛
人







は
病
に
罹
つ
て
、
遂
に
入
唐
せ
な
か
つ
た
故
、
石
根
は
名
は
副
使
に
し

て
實
は
大
使
で
あ
つ
た
　
　
の
一
行
は
、
例
の
如
く
四
艘
に
分
乘
し
て
、
九
月
か
ら
十
一
月
の
間
に
か
け
て
、

揚
子
江
口
を
發
船
し
た
が
、
何
れ
も
難
船
し
た
。
中
に
も
石
根
の
搭
乘
し
た
第
一
船
が
、
一
番
の
遭
難
で
、
石

根
以
下
約
六
十
人
が
溺
死
し
た
。
生
存
し
た
約
百
人
の
者
も
、
や
が
て
乘
船
が
中
斷
し
た
爲
、
心
な
ら
ず
も
離

れ
離
れ
に
な
り
、
艫
部
に
乘
つ
た
五
十
六
人
は
薩
摩
國
甑





島
郡
に
、
舳
部
に
乘
つ
た
四
十
一
人
は
、
肥
後
國
天

草
郡
に
漂
着
し
て
、
不
思
議
に
生
命
を
全
く
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
此
の
如
き
状
態
で
あ
る
か
ら
、
當
時
支
那
へ
渡
航
す
る
の
は
、
殆
ど
命
掛
け
と
申
し
て
も
決
し
て
誇
張
で
な

い
。
學
問
の
爲
と
か
信
仰
の
爲
と
か
、
專
心
精
進
の
人
は
格
別
、
御
役
目
で
唐
へ
派
遣
さ
れ
る
人
々
は
、
先
づ

難
有
迷
惑
の
方
で
あ
つ
た
。
遣
唐
使
出
發
の
際
に
は
、
例
と
し
て
朝
廷
で
送
別
の
宴
を
御
開
き
に
な
る
が
、
隨

分
濕
り
ぽ
い
も
の
で
あ
つ
た
。
大
師
の
同
伴
さ
れ
た
、
遣
唐
大
使
の
藤
原
葛
野
麻
呂
の
爲
に
開
か
れ
た
、
送
別
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の
宴
の
有
樣
も
、
葛
野
麻
呂
涕
涙
如
雨
、
侍
宴
群
臣
無
不
流
涕
と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
（
『
日
本
紀
略
』
前
篇
十

三
）
。
遣
唐
大
使
の
佐
伯
今
毛
人
や
、
遣
唐
副
使
の
小
野
篁
な
ど
は
、
渡
航
を
忌
避
し
た
と
推
せ
ら
る
る
形
迹

が
あ
る
。
暦
學
や
天
文
を
研
究
す
べ
く
、
唐
に
派
遣
さ
れ
た
留
學
生
の
中
に
も
、
愈
〻
本
國
發
船
の
際
に
亡
命

し
て
身
を
隱
し
た
者
が
あ
る
（
『
續
日
本
紀
』
卷
八
）
。
宇
多
天
皇
の
寛
平
七
年
（
西
暦
八
九
五
）
に
遂
に
遣

唐
使
を
廢
止
し
た
が
、
こ
れ
に
は
唐
の
衰
亂
と
い
ふ
原
因
も
あ
ら
う
が
、
遣
唐
使
廢
止
の
發
議
者
た
る
菅
原
道

眞
の
主
張
に
、

　
　
臣
等
伏
檢
舊
記
、
度
度
使
等
、
或
有
渡
海
不
堪
命
者
。
或
有
遭
賊
遂
亡
身
者
。
唯
未
見
至
唐
、
有
難
阻
飢

　
　
寒
之
悲
（
『
菅
家
文
章
』
卷
九
）
。

と
あ
る
に
據
る
と
、
渡
海
の
危
險
と
い
ふ
こ
と
も
、
そ
の
一
大
原
因
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
大
師
時

代
の
入
唐
は
非
常
に
危
險
多
く
、
今
日
の
歐
米
留
學
な
ど
と
同
一
視
す
べ
き
も
の
で
な
い
。

　
さ
て
話
が
本
題
に
立
ち
歸
つ
て
、
わ
が
大
師
の
渡
海
の
有
樣
を
申
述
べ
よ
う
。
最
初
肥
前
の
田
浦
出
發
の
時

は
、
當
時
の
慣
例
と
し
て
四
艘
一
組
と
な
り
、
同
時
に
帆
を
揚
げ
た
が
、
間
も
な
く
離
散
し
た
。
中
に
も
大
師

の
乘
船
は
、
最
も
困
難
な
る
航
海
を
續
け
た
こ
と
は
、
大
師
の
作
ら
れ
た
「
爲
大
使
與
福
州
觀
察
使
書
」
（

『
性
靈
集
』
卷
五
）
に
、

　
　
忘
身
衝
命
、
冒
死
入
海
。
既
辭
本
涯
、
比
及
中
途
、
暴
風
穿
帆
、
戕
風
折
柁
。
高
波
沃
漢







、
短
舟
裔
々
。

　
　
※

風







朝
扇
、
摧
肝
耽
羅
之
狼
心
。
北
氣
日
發
、
失
膽
留
求
之
虎
性
。
頻
蹙
猛
風
、
待
葬
鼈
口
。
攅
眉
驚

　
　
汰
、
占
宅
鯨
腹
。
隨
浪
昇
沈
、
任
風
南
北
。
但
見
天
水
之
碧
色
、
豈
視
山
谷
之
白
霧
。
掣
掣
波
上
、
二
月
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有
餘
。
水
盡
人
疲
、
海
長
陸
遠
。
飛
虚
脱
翼
、
泳
水
殺
鰭
、
何
足
爲
喩
哉
。

と
あ
る
に
て
、
そ
の
大
體
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
耽
羅
と
は
今
の
濟
州
島
の
こ
と
で
、
南
風
の
爲
に
、

こ
こ
に
漂
着
す
る
と
、
掠
奪
に
遭
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
留
求
と
は
今
の
臺
灣
の
こ
と
で
、
北
風
の
爲
に
、
こ
こ
に

漂
着
す
る
と
、
人
喰
種
族
に
殺
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
敍
述
に
は
幾
分
文
章
上
の
修
飾
誇
張
が
あ
る
か
も
知

れ
ぬ
が
、
『
日
本
後
紀
』
卷
十
二
の
遣
唐
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
復
命
に
も
、
こ
の
時
の
航
海
の
有
樣
を
述
べ

て
、

　
　
出
入
死
生
之
間
、
掣
曳
波
濤
之
上
、
都





卅
四
箇
日
。

と
あ
る
の
を
併
せ
考
へ
る
と
、
當
時
の
困
難
を
略
想
像
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
。
海
上
に
漂
蕩
し
た
日
數

は
、
一
つ
は
卅
四
箇
日
と
い
ひ
、
一
つ
は
二
月
有
餘
と
あ
つ
て
、
所
傳
一
致
を
缺
く
が
、
七
月
六
日
わ
が
田
浦

を
發
し
、
八
月
十
日
に
唐
の
赤
岸
鎭
に
着
し
た
か
ら
、
航
海
日
數
は
正
し
く
卅
四
日
で
、
二
月
有
餘
と
あ
る
は
、

或
は
一
月
有
餘
の
誤
か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　
（
三
）
福
建
着
港

　
大
使
の
一
行
は
他
の
友
船
と
離
れ
て
、
海
上
に
在
る
こ
と
卅
四
日
に
し
て
、
八
月
十
日
に
、
唐
の
福
州
長
溪

縣
赤
岸
鎭
の
海
口
に
到
着
し
た
。
長
溪
縣
は
大
體
に
於
て
今
の
福
建
省
閩
海
道
霞
浦
縣
の
地
に
當
る
。
赤
岸
鎭

と
は
今
の
霞
浦
縣
の
西
郊
に
近
く
赤
岸
溪
と
い
ふ
河
が
あ
る
。
そ
の
河
畔
に
在
つ
た
も
の
と
想
は
れ
る
。
そ
の
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附
近
の
海
口
を
赤
岸
港
と
い
ふ
。
赤
岸
と
は
こ
の
附
近
一
帶
赤
土
に
て
樹
木
少
な
き
故
に
、
か
く
名
付
け
た
の

で
あ
ら
う
。
こ
の
方
面
は
福
建
地
方
で
も
尤
も
海
中
に
突
出
し
て
居
り
、
從
つ
て
明
の
嘉
靖
時
代
に
も
、
倭
冦

が
頻
繁
に
出
沒
し
た
所
で
あ
る
。

　
一
體
唐
時
代
に
、
日
本
船
は
多
く
揚
子
江
沿
岸
に
出
入
し
た
。
江
蘇
の
揚
州
（
今
の
淮
揚
道
江
都
縣
）
と
か
、

蘇
州
（
今
の
蘇
常
道
呉
縣
）
と
か
が
、
日
本
船
出
入
の
要
津
で
あ
つ
た
。
大
師
の
作
ら
れ
た
、
「
爲
大
使
與
福

州
觀
察
使
書
」
の
中
に
、

　
　
建
中
（
西
暦
七
八
〇
　
七
八
三
）
以
往
、
入
朝
使
船
、
直
着
揚
蘇
。

と
あ
る
通
り
で
あ
つ
た
。
錢
塘
江
口
の
明
州
や
越
州
（
今
の
浙
江
省
會
稽
道
紹
興
縣
）
へ
も
、
隨
分
日
本
船
が

出
入
し
た
。
宋
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
浙
江
沿
岸
の
方
が
、
支
那
と
日
本
朝
鮮
と
の
交
通
の
門
戸
と
確
定
し
た
。

　
然
る
に
福
建
方
面
は
、
從
來
餘
り
日
本
と
交
渉
が
な
い
。
長
溪
縣
へ
日
本
船
の
入
港
し
た
る
は
、
恐
ら
く
今

囘
が
最
初
で
あ
ら
う
。
大
師
の
便
乘
し
た
第
一
船
も
、
勿
論
揚
子
江
口
か
、
錢
塘
江
口
を
目
的
と
し
た
の
で
あ

ら
う
が
、
風
波
の
爲
に
、
こ
の
南
邊
に
到
着
し
た
譯
で
あ
る
。
こ
の
長
溪
縣
は
邊
鄙
の
小
縣
と
て
不
便
多
く
、

更
に
地
方
長
官
（
福
州
觀
察
使
）
所
在
地
の
福
州
へ
𢌞
航
を
命
ぜ
ら
れ
、
我
が
遣
唐
大
使
の
一
行
は
赤
岸
鎭
を

後
に
、
福
州
に
到
着
し
た
の
は
、
そ
の
年
の
十
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
支
那
來
航
の
外
國
船
に
貢
舶
と
市
舶
と
の
區
別
が
あ
る
。
貢
舶
と
は
外
國
の
入
貢
船
の
こ
と
で
、
之
に
對
し

て
は
支
那
官
憲
の
取
扱
も
鄭
重
で
、
そ
の
舶
載
せ
る
貨
物
に
は
關
税
を
徴
收
せ
ぬ
。
市
舶
と
は
貿
易
を
目
的
に

す
る
外
國
船
で
、
そ
の
貨
物
に
對
し
て
は
、
所
定
の
關
税
を
徴
收
す
る
。
貢
舶
市
舶
の
區
別
は
、
主
と
し
て
明
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代
の
記
録
に
見
え
て
居
る
が
、
事
實
と
し
て
は
唐
・
宋
時
代
か
ら
、
こ
の
區
別
が
行
は
れ
て
居
つ
た
。
我
が
遣

唐
大
使
が
、
從
來
何
等
縁
故
の
な
い
地
方
へ
入
港
し
た
爲
め
、
福
建
の
官
憲
か
ら
種
々
煩
細
な
る
取
調
べ
を
受

け
、
殊
に
市
舶
同
樣
の
取
扱
を
受
け
ん
と
し
た
。
「
爲
大
使
與
福
州
觀
察
使
書
」
の
中
に
、
今
囘
の
待
遇
が
從

前
に
比
し
て
苛
酷
な
る
點
を
述
べ
て
、
不
平
の
意
を
漏
ら
し
て
あ
る
が
、
か
か
る
行
違
ひ
の
結
果
で
、
誠
に
已

を
得
ざ
る
次
第
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
我
が
大
使
一
行
の
福
建
滯
留
は
意
外
に
長
引
い
た
。
赤
岸
鎭
到
着
後
約
三
月
に
及
ぶ
も
、
入
國
上
京
の
許
可

に
接
せ
ぬ
。
こ
れ
に
は
地
方
官
憲
か
ら
、
事
件
を
中
央
政
府
に
報
告
し
て
、
そ
の
指
揮
を
仰
ぐ
爲
め
に
要
す
る

日
數
も
あ
り
、
殊
に
當
時
生
憎
福
建
の
觀
察
使
が
更
迭
中
で
、
自
然
事
務
が
遲
滯
す
る
事
情
も
あ
つ
た
。
大
師

は
こ
の
空
し
き
滯
留
を
非
常
に
煩
悶
せ
ら
れ
、
そ
の
「
與
福
建
州
觀
察
使
請
入
京
啓
」
に
、

　
　
居
諸





不
駐
、
歳
不
我
與
。
何
得
厚
荷
國
家
之
憑
、
空
擲
如
矢
之
序
。
是
故
歎
斯
留
滯
。
貪
早
達
京
（
『
性

　
　
靈
集
』
卷
五
）
。

と
申
述
べ
て
、
熱
心
に
入
京
求
法
の
許
可
を
催
促
さ
れ
て
居
る
。
か
く
て
十
一
月
の
三
日
に
、
始
め
て
入
京
の

許
可
を
得
、
遣
唐
大
使
以
下
我
が
大
師
を
加
へ
て
二
十
三
人
だ
け
、
福
州
か
ら
長
安
に
發
向
い
た
し
、
そ
の
以

外
の
も
の
は
、
當
分
福
州
に
滯
在
し
て
、
明
年
の
三
四
月
に
、
大
使
一
行
が
長
安
か
ら
明
州
に
到
着
す
る
頃
に
、

明
州
へ
廻
航
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
　
　
　
　
（
四
）
長
安
途
中
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我
が
大
使
大
師
の
一
行
が
福
州
か
ら
長
安
に
往
く
の
に
、
如
何
な
る
道
筋
を
採
ら
れ
た
か
は
明
瞭
で
な
い
。

當
時
の
記
録
に
こ
の
道
筋
の
こ
と
が
一
切
見
え
て
居
ら
ぬ
。
さ
れ
ど
私
ど
も
專
門
家
の
立
場
か
ら
申
す
と
、
交

通
道
路
は
略
一
定
し
て
居
る
か
ら
、
こ
の
一
行
の
と
ら
れ
た
道
筋
も
大
體
の
見
當
は
つ
く
。
大
師
等
は
恐
ら
く

閩
江
の
流
を
溯
つ
て
、
今
の
南
平
縣
・
建
安
縣
・
浦
城
縣
を
經
て
、
浙
江
省
に
入
り
、
大
體
に
於
て
錢
塘
江
の

流
に
沿
う
て
、
今
の
浙
江
省
錢
塘
道
杭
縣
即
ち
唐
時
代
の
杭
州
に
出
ら
れ
た
こ
と
と
想
像
す
る
。
福
州
杭
州
間

の
距
離
は
約
千
六
百
六
十
｛
支
那
｝
里
で
、
即
ち
十
七
八
日
の
行
程
で
あ
る
。
私
は
こ
の
道
筋
に
就
い
て
は
、

何
等
の
體
驗
が
な
い
か
ら
、
何
事
を
も
申
述
べ
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ａ
）
水
路

　
杭
州
は
隋
の
煬
帝
の
開
い
た
運
河
の
最
南
端
に
在
る
。
こ
の
方
面
で
の
一
都
會
で
、
名
勝
に
富
み
、
古
刹
も

尠
く
な
い
。
支
那
で
は
東
南
澤
國
と
も
、
北
馬
南
船
と
も
申
し
て
、
浙
江
・
江
蘇
方
面
は
一
體
に
水
利
の
便
が

開
け
て
居
る
。
杭
州
か
ら
水
路
約
三
百
五
十
｛
支
那
｝
里
往
く
と
蘇
州
で
、
姑
蘇
の
寒
山
寺
の
所
在
地
と
し
て
、

日
本
人
に
よ
く
知
ら
れ
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
唐
・
宋
時
代
に
日
本
人
の
終
始
往
來
し
た
所
で
あ
る
。
蘇
州
の

産
で
、
金
石
學
者
と
し
て
聞
え
た
、
清
末
の
葉
昌
熾
に
據
る
と
、
蘇
州
城
外
に
、
日
本
國
使
の
墓
と
傳
へ
ら
る

る
古
墳
が
あ
り
、
又
そ
の
殘
碑
も
あ
る
と
い
ふ
。
近
時
蘇
州
に
往
來
す
る
日
本
人
は
中
々
に
多
い
が
、
未
だ
誰
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人
も
こ
の
遺
蹟
を
踏
査
せ
ぬ
樣
で
あ
る
。
蘇
州
か
ら
更
に
水
路
を
往
く
こ
と
三
百
八
十
｛
支
那
｝
里
で
、
潤
州

（
今
の
江
蘇
省
金
陵
道
丹
徒
縣
）
に
至
る
。
宋
時
代
か
ら
有
名
と
な
つ
た
金
山
寺
は
こ
こ
に
在
る
。
こ
こ
で
長

江
（
揚
子
江
）
を
渡
る
と
、
そ
の
對
岸
が
揚
州
（
今
の
江
蘇
省
淮
揚
道
江
都
縣
）
で
あ
る
。

　
揚
州
は
鑑
眞
和
尚
と
特
別
の
關
係
あ
る
土
地
で
、
ま
た
隋
代
の
史
蹟
も
多
い
。
大
師
の
時
代
に
、
揚
州
は
尤

も
繁
昌
を
極
め
た
都
會
で
、
そ
の
時
分
に
揚
一
と
い
ふ
諺
が
あ
つ
た
。
富
庶
と
い
は
ず
、
繁
華
と
い
は
ず
、
す

べ
て
の
點
に
於
て
、
揚
州
が
天
下
第
一
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
唐
の
詩
人
は
人
生
只
合
揚
州
死
　
　
同
じ
く
死

亡
す
る
の
で
も
、
揚
州
の
土
に
な
り
た
い
　
　
と
さ
へ
申
し
て
居
る
。
横
の
揚
子
江
と
、
縱
の
運
河
の
交
叉
點

に
當
る
揚
州
は
、
當
時
内
外
商
賈
の
輻
輳
す
る
所
で
、
遠
く
ア
ラ
ビ
ア
（
大
食
）
ペ
ル
シ
ア
邊
の
外
商
も
尠
か

ら
ず
こ
こ
に
來
集
し
た
。
彼
等
の
間
に
は
揚
州
は
カ
ン
ツ
ウ
（K

antou

）
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。
カ
ン
ツ
ウ

と
は
揚
州
の
別
名
で
あ
る
江
都
を
訛
つ
た
も
の
と
思
ふ
。
こ
こ
に
は
日
本
人
や
朝
鮮
人
も
多
く
來
集
し
た
。
揚

子
江
沿
岸
へ
入
港
す
る
日
本
人
朝
鮮
人
は
勿
論
の
こ
と
、
揚
子
江
以
南
の
地
へ
入
港
す
る
日
本
人
朝
鮮
人
も
、

皆
揚
州
を
通
過
し
て
、
洛
陽
や
長
安
に
出
掛
け
た
。
自
然
揚
州
で
ア
ラ
ビ
ア
人
や
ペ
ル
シ
ア
人
が
、
日
本
人
朝

鮮
人
の
こ
と
を
見
聞
す
る
機
會
が
多
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
唐
の
中
世
頃
、
即
ち
西
暦
九
世
紀
の
半
頃
の
ア
ラ
ビ
ア

の
地
理
書
に
、
日
本
朝
鮮
の
記
事
が
始
め
て
登
録
さ
る
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
に
は
日
本
を
ワ
ー
ク
ワ
ー
ク

（
〔W
a^kw

a^k

〕
）
と
し
て
あ
る
が
、
ワ
ー
ク
ワ
ー
ク
と
は
倭
國
を
訛
つ
た
も
の
、
朝
鮮
を
シ
ー
ラ
ー
（

〔Si^la^a^

〕
）
と
い
ふ
の
は
、
新
羅
の
音
譯
で
あ
ら
う
。

　
此
の
如
く
運
河
の
道
筋
に
は
名
都
舊
蹟
が
甚
だ
多
い
が
、
大
使
大
師
の
一
行
は
、
一
向
に
前
途
を
急
が
れ
た
。
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藤
原
葛
野
麻
呂
の
復
命
に
、

　
　
星
發
星
宿
、
晨
昏
兼
行
（
『
日
本
後
紀
』
卷
十
二
）
。

と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
は
福
州
に
て
意
外
に
時
日
を
空
費
し
た
か
ら
、
成
る
べ
く
年
内
に
長
安
に
到
着
し
て
、

使
命
を
果
さ
う
と
い
ふ
理
由
に
本
づ
く
と
思
ふ
。
事
實
福
州
か
ら
長
安
ま
で
約
五
千
三
百
｛
支
那
｝
里
　
　

『
元
和
郡
縣
志
』
に
五
千
二
百
九
十
五
里
と
あ
る
。
『
日
本
後
紀
』
に
此
州
（
福
州
）
去
京
七
千
五
百
廿
里
と

あ
る
の
は
、
間
違
と
斷
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
　
　
の
長
途
を
、
四
十
八
九
日
で
旅
行
す
る
こ
と
は
、
支
那
の
旅
行
と

し
て
は
、
中
々
忙

敷







い
の
で
、
我
が
一
行
は
蘇
州
に
も
、
揚
州
に
も
、
一
日
の
滯
在
見
物
す
る
暇
な
か
つ
た

筈
と
想
像
さ
れ
る
。
併
し
大
師
は
歸
朝
の
日
も
、
こ
の
同
一
道
筋
を
と
ら
れ
、
こ
の
時
は
往
路
程
前
路
を
急
ぐ

必
要
な
か
つ
た
筈
故
、
多
分
此
等
の
都
會
を
一
日
位
は
觀
光
さ
れ
た
か
と
想
ふ
。

　
私
も
こ
の
杭
州
揚
州
間
の
運
河
は
、
一
部
分
知
つ
て
居
る
。
そ
の
一
部
は
汽
船
で
、
一
部
は
支
那
船
に
乘
り

込
ん
で
旅
行
し
た
。
故
に
大
師
の
御
旅
行
の
氣
分
は
可
な
り
味
は
ふ
事
が
出
來
る
。
支
那
で
は
陸
路
の
交
通
よ

り
水
路
の
交
通
の
方
が
、
概
し
て
安
樂
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
し
て
も
人
知
れ
ぬ
困
難
が
伴
ふ
。
第
一
は
飮
料

水
の
不
潔
で
あ
る
。
支
那
で
は
日
本
の
樣
な
清
冽
な
水
に
乏
し
い
。
運
河
の
河
筋
で
は
皆
河
水
を
使
用
す
る
が
、

そ
れ
が
頗
る
不
潔
で
あ
る
。
之
に
就
い
て
私
の
體
驗
し
た
面
白
い
話
が
あ
る
。
こ
の
席
上
で
の
話
と
し
て
は
、

幾
分
不
作
法
で
あ
る
が
、
容
赦
を
願
ひ
た
い
。

　
今
よ
り
十
二
三
年
に
、
私
は
藤
田
劍
峰
君
・
長
尾
雨
山
君
と
同
伴
で
、
杭
州
か
ら
紹
興
（
唐
の
越
州
）
へ
出

掛
け
た
。
一
艘
の
支
那
船
を
雇
ひ
、
そ
の
中
に
寢
泊
り
を
い
た
し
、
炊
事
そ
の
他
萬
般
雜
事
に
は
、
長
尾
君
の
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ボ
ー
イ
を
使
役
す
る
事
に
し
た
。
所
が
こ
の
河
筋
を
見
渡
す
と
、
例
に
よ
つ
て
支
那
人
は
不
潔
物
を
こ
こ
に
排

泄
い
た
し
、
そ
の
河
水
で
平
氣
に
顏
も
洗
へ
ば
、
飯
も
爨
く
の
で
あ
る
。
我
々
日
本
人
は
之
に
は
顏
を
背



け
る
。

私
は
我
々
の
ボ
ー
イ
も
同
樣
に
、
こ
の
河
水
で
炊
事
を
せ
ぬ
か
と
い
ふ
疑
を
起
し
た
が
、
主
人
公
の
長
尾
君
は

中
々
同
意
せ
ぬ
。
同
君
は
こ
の
ボ
ー
イ
は
久
し
く
自
分
の
家
で
使
役
し
た
か
ら
、
支
那
人
と
は
い
へ
、
日
本
人

同
樣
潔
癖
で
、
あ
ん
な
不
作
法
を
す
る
筈
が
な
い
と
て
、
激
し
く
反
對
を
唱
へ
る
。
論
よ
り
證
據
と
て
、
食
事

の
時
分
に
給
仕
に
來
た
ボ
ー
イ
を
捕
へ
て
詰
問
す
る
と
、
ボ
ー
イ
は
平
氣
の
平
左
な
顏
で
、
何
等
遲
疑
す
る
所

な
く
、
勿
論
こ
の
河
水
を
毎
日
の
煮
炊
に
使
用
し
て
居
る
と
公
言
し
た
の
で
、
流
石
の
長
尾
君
も
全
く
面
目
を

潰
し
て
閉
口
し
た
。
そ
れ
以
來
我
々
は
ボ
ー
イ
に
一
々
干
渉
し
て
、
決
し
て
河
水
を
使
用
さ
せ
ぬ
こ
と
に
し
た
。

大
師
も
潔
癖
な
る
日
本
人
と
し
て
、
こ
の
道
筋
の
旅
行
に
は
、
飮
料
水
に
就
い
て
、
可
な
り
困
難
を
感
ぜ
ら
れ

た
こ
と
と
恐
察
い
た
す
の
で
あ
る
。

　
揚
州
か
ら
運
河
に
よ
つ
て
、
更
に
千
三
四
百
｛
支
那
｝
里
北
に
進
む
と
、
遂
に
汴
州
（
今
の
河
南
省
開
封
道

開
封
縣
）
に
達
す
る
。
現
時
の
運
河
は
江
蘇
か
ら
山
東
に
入
る
が
、
唐
・
宋
時
代
の
運
河
は
、
山
東
へ
行
か
ず

に
、
河
南
へ
入
つ
て
汴
州
に
達
し
た
。
元
來
運
河
と
は
そ
の
名
の
示
す
如
く
、
國
都
へ
糧
米
を
運
漕
す
る
堀
河

で
あ
る
。
隋
・
唐
時
代
の
國
都
で
あ
る
洛
陽
・
長
安
、
宋
の
國
都
の
開
封
（
即
ち
汴
州
）
へ
糧
米
を
供
給
す
る

運
河
で
あ
る
か
ら
、
隋
・
唐
・
宋
時
代
に
、
こ
の
運
河
が
河
南
に
入
る
の
が
當
然
で
、
山
東
を
通
る
や
う
に
な

つ
た
の
は
、
今
の
北
京
へ
糧
米
を
運
ぶ
必
要
の
生
じ
た
、
元
・
明
以
來
の
こ
と
で
あ
る
。

　
汴
州
は
北
宋
時
代
か
ら
一
層
繁
華
と
な
る
が
、
唐
時
代
で
も
支
那
で
相
當
の
大
都
會
で
あ
つ
た
。
こ
こ
に
は
、
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唐
・
宋
時
代
に
か
け
て
有
名
で
あ
つ
た
相
國
寺
が
あ
る
。
運
河
は
汴
州
で
一
段
落
を
告
げ
る
。
黄
河
に
も
荷
物

船
は
通
ず
る
が
可
な
り
の
急
流
を
溯
る
こ
と
と
て
、
中
々
時
日
を
要
す
る
か
ら
、
旅
客
は
之
を
利
用
せ
ぬ
。
ま

し
て
上
述
の
如
く
前
途
を
急
が
る
る
我
が
大
使
大
師
の
一
行
は
、
勿
論
汴
州
で
船
を
辭
し
て
、
陸
路
に
就
か
れ

た
に
相
違
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
）
陸
路

　
北
支
那
の
陸
路
を
行
く
に
は
所
謂
北
馬
で
、
馬
車
か
乘
馬
に
限
る
。
身
分
あ
る
人
は
大
抵
馬
車
を
雇
ふ
。
大

使
大
師
の
一
行
は
、
勿
論
沿
道
の
支
那
の
官
衙
で
準
備
し
て
く
れ
た
、
馬
車
を
使
用
さ
れ
た
こ
と
と
想
ふ
。
支

那
の
馬
車
は
二
千
年
前
も
今
日
も
格
別
の
相
違
が
な
い
。
東
漢
時
代
の
石
彫
に
見
え
て
居
る
馬
車
や
、
六
朝
時

代
の
陵
墓
か
ら
發
掘
さ
れ
た
馬
車
の
模
型
と
、
十
二
三
年
前
に
、
私
が
支
那
内
地
旅
行
の
時
乘
用
し
た
馬
車
と

略
同
一
で
あ
る
。
大
師
入
唐
時
代
の
馬
車
も
、
大
體
同
樣
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
隨
分
窮
屈
な
も
の
で

あ
る
。

　
支
那
に
於
け
る
陸
路
の
交
通
は
、
水
路
に
比
し
て
概
し
て
不
愉
快
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
に
道
路
が
非

常
に
惡
い
。
殊
に
車
馬
の
往
來
頻
繁
な
北
支
那
の
道
路
は
一
層
甚
し
い
。
道
路
の
中
央
は
破
損
さ
れ
て
そ
の
儘

に
、
可
な
り
深
い
凹
字
形
に
な
つ
て
居
る
。
都
會
の
道
路
で
も
、
降
雨
後
は
二
三
日
位
晴
天
が
連
續
し
て
も
、

そ
の
中
央
は
池
沼
の
樣
に
な
り
、
こ
こ
に
水
鳥
が
遊
泳
い
た
し
、
人
間
は
そ
の
兩
側
の
小
高
き
所
を
歩
行
す
る
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有
樣
で
あ
る
。
田
舍
の
道
路
は
一
層
で
、
雨
が
降
る
と
、
二
尺
も
三
尺
も
あ
る
深
き
泥
濘
と
な
つ
て
、
事
實
車

輪
の
半
ば
を
沒
す
る
程
で
あ
る
。
我
が
國
の
道
路
の
惡
い
事
も
隨
分
評
判
高
い
が
、
そ
れ
で
も
支
那
の
道
路
に

比
し
て
は
、
霄
壤
の
大
差
が
あ
る
。
唐
時
代
に
は
汴
州
・
洛
陽
・
長
安
街
道
は
、
幾
分
今
日
よ
り
は
良
好
で
あ

つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
大
し
た
相
違
の
あ
る
筈
が
な
い
。
地
質
上
已
を
得
ざ
る
點
も
あ
る
。
か
か
る
有
樣
で

あ
る
か
ら
、
雨
天
の
日
に
は
支
那
人
は
概
し
て
旅
行
を
中
止
し
て
、
客
舍
で
一
日
を
空
費
す
る
。
さ
れ
ど
我
が

大
使
大
師
の
一
行
は
、
急
ぎ
の
旅
と
て
、
私
共
が
こ
の
方
面
を
旅
行
し
た
時
と
同
樣
、
雨
を
衝
き
風
を
冒
し
て

一
向
に
前
進
を
繼
續
せ
ら
れ
、
從
つ
て
尠
か
ら
ざ
る
辛
苦
を
嘗
め
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。

　
右
の
如
き
惡
道
路
を
支
那
馬
車
は
、
石
が
出
て
居
つ
て
も
、
水
が
溜
つ
て
居
つ
て
も
、
一
切
構
は
ず
に
進
行

す
る
か
ら
、
乘
客
は
不
斷
の
地
震
の
裡
に
旅
行
を
續
け
る
有
樣
で
あ
る
。
馬
車
の
中
で
書
見
す
る
事
も
、
居
睡

す
る
こ
と
も
出
來
ぬ
。
う
つ
か
り
居
睡
す
る
と
、
否
や
と
い
ふ
程
、
頭
を
馬
車
の
箱
に
打
ち
付
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

頭
痛
持
の
人
で
は
一
寸
旅
行
が
六
ヶ
敷
い
。
し
か
の
み
な
ら
ず
こ
の
馬
車
は
度
々
顛
覆
す
る
危
險
が
あ
る
。
速

度
の
遲
い
に
拘
ら
ず
、
よ
く
馬
車
が
顛
覆
す
る
。

　
馬
車
の
旅
行
に
就
い
て
も
面
白
い
插
話
が
あ
る
。
私
と
今
東
京
帝
國
大
學
に
在
勤
の
某
教
授
と
二
人
連
で
、

洛
陽
か
ら
長
安
へ
旅
行
し
た
途
中
で
の
出
來
事
で
あ
る
。
二
人
と
も
文
部
省
の
留
學
生
と
し
て
、
學
資
に
餘
裕

が
な
い
か
ら
、
堂
々
た
る
旅
行
は
勿
論
出
來
ぬ
。
そ
こ
で
馬
車
一
臺
と
馬
一
匹
と
を
雇
ひ
、
代
る
代
る
之
に
乘

り
代
へ
る
こ
と
に
し
た
。
馬
車
と
い
ふ
條
、
實
は
棚

車







と
て
、
ア
ン
ペ
ラ
で
屋
根
を
拵
へ
た
、
粗
末
至
極
の

荷
馬
車
で
あ
る
。
或
日
私
が
乘
馬
で
早
く
指
定
の
土
地
に
到
着
し
て
、
後
か
ら
荷
物
と
一
所
に
、
馬
車
で
來
る
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筈
の
友
人
を
待
ち
受
け
た
が
中
々
出
て
來
ぬ
。
一
時
間
經
て
も
一
時
間
半
經
て
も
、
中
々
影
が
見
え
ぬ
。
夕
暮

に
な
る
し
、
手
荷
物
は
屆
か
ず
、
物
慣
れ
た
ボ
ー
イ
は
友
人
と
一
所
で
、
私
唯
一
人
蕭
然
と
、
半
ば
泣
き
た
い

氣
持
で
、
町
の
入
口
に
見
張
り
を
し
て
居
つ
た
。
日
が
全
く
沒
し
て
暗
く
な
つ
た
時
分
に
、
漸
く
馬
車
が
到
着

し
た
。
早
速
友
人
に
遲
刻
を
責
め
つ
つ
事
情
を
聞
く
と
、
そ
の
友
人
が
う
と
う
と
車
中
で
居
睡
を
し
て
居
る
間

に
、
馬
車
が
泥
濘
の
裡
に
顛
覆
し
て
、
否
や
と
い
ふ
程
、
頭
を
打
ち
付
け
た
。
喫
驚






し
た
が
、
車
内
の
こ
と
と

て
身
動
き
が
出
來
ぬ
。
ボ
ー
イ
や
馭
者
に
助
け
ら
れ
て
、
や
つ
と
外
へ
出
た
が
、
顛
覆
し
た
馬
車
は
中
々
引
き

起
こ
す
こ
と
が
出
來
ぬ
。
已
を
得
ず
友
人
も
洋
服
姿
の
儘
で
泥
中
に
這
入
り
、
馭
者
や
ボ
ー
イ
に
力
を
協
せ
て

馬
車
を
引
き
起
こ
し
た
。
生
れ
て
初
め
て
の
力
仕
事
を
し
、
洋
服
ま
で
泥
塗
れ
に
し
て
、
そ
の
上
に
不
足
を
言

は
れ
て
は
と
、
友
人
は
友
人
で
愚
痴
を
こ
ぼ
す
。
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
支
那
旅
行
中
に
は
有
り
勝
の
出
來
事
で
、

珍
ら
し
く
も
な
い
が
、
そ
の
日
の
夜
中
に
、
友
人
が
大
聲
で
喚
き
立
て
る
の
で
、
側
に
寢
て
居
た
私
は
喫
驚
し

て
起
き
上
る
と
、
そ
の
友
人
は
小
心
小
心
　
　
支
那
語
で
注
意
せ
よ
の
意
味
　
　
そ
ら
復
た
引
く
り
か
へ
つ
た

と
、
日
本
語
と
支
那
語
と
の
合
子
の
寢
言





を
申
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
餘
程
晝
間
の
顛
覆
が
身
に
沁
み
た
の
で

あ
ら
う
。

　
汴
州
か
ら
西
の
方
、
唐
の
洛
陽
（
今
の
河
南
省
河
洛
道
洛
陽
縣
）
ま
で
、
四
百
｛
支
那
｝
里
餘
り
で
、
今
は

汴
洛
鐵
路
が
開
け
て
、
約
七
八
時
間
位
で
到
着
す
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
馬
車
で
は
普
通
五
日
又
は
六
日
を
要

す
る
。
一
々
の
道
筋
の
説
明
は
省
略
す
る
が
、
洛
陽
の
手
前
、
日
本
里
數
で
三
里
た
ら
ず
の
所
に
、
有
名
な
漢

代
の
白
馬
寺
が
あ
る
。
今
日
の
建
築
は
明
末
清
初
の
も
の
で
、
さ
ま
で
盛
觀
と
は
い
へ
ぬ
が
、
唐
代
に
は
規
模
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廣
大
で
、
又
旅
客
の
必
ず
通
過
す
べ
き
道
筋
に
當
る
か
ら
、
前
途
を
急
が
る
る
大
師
も
、
支
那
佛
教
上
忘
る
べ

か
ら
ざ
る
こ
の
白
馬
寺
に
は
、
必
ず
探
訪
さ
れ
た
こ
と
と
想
ふ
。

　
白
馬
寺
を
通
過
す
る
と
、
や
が
て
洛
陽
に
着
く
。
洛
陽
に
新
舊
の
二
が
あ
る
。
舊
洛
陽
は
漢
魏
時
代
の
都
で

東
に
、
新
洛
陽
は
隋
唐
時
代
の
都
で
西
に
在
る
。
相
距
る
こ
と
二
十
五
｛
支
那
｝
里
許
と
い
ふ
。
そ
の
結
果
、

漢
の
洛
陽
の
西
門
外
に
在
つ
た
白
馬
寺
が
、
上
述
の
如
く
却
つ
て
唐
の
洛
陽
の
東
に
當
る
こ
と
と
な
つ
た
。
大

師
時
代
の
洛
陽
は
、
さ
し
て
長
安
に
劣
ら
ぬ
繁
華
で
、
そ
の
城
内
を
貫
通
す
る
洛
水
の
上
に
架
せ
る
天
津
橋
は
、

實
に
肩
摩
轂
撃
の
熱
閙
を
極
め
た
が
、
今
は
城
外
に
淋
し
い
名
殘
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
洛
陽
の
市
街
も
殆

ど
見
る
影
も
な
い
程
淋
れ
て
居
る
。
支
那
の
數
あ
る
舊
都
會
の
中
で
、
尤
も
衰
微
し
た
都
會
の
一
つ
で
あ
ら
う
。

　
洛
陽
か
ら
西
へ
二
日
路
で
※
池





縣
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
唐
時
代
に
有
名
な
潼
關
に
至
る
ま
で
、
支
那
の
四
百

里
、
我
が
四
十
里
餘
り
の
間
は
、
大
體
に
於
て
黄
河
の
南
岸
に
沿
ひ
、
山
谷
の
間
を
行
く
の
で
、
道
路
は
險
惡

で
、
雨
天
の
際
の
旅
行
は
實
に
困
難
で
あ
る
。
澠
池
か
ら
西
の
方
一
日
程
の
所
に
、
硤
石
と
い
ふ
所
が
あ
る
。

荒
寥
た
る
寒
村
で
あ
る
が
、
長
安
と
洛
陽
と
の
往
還
に
は
、
是
非
共
是
處
を
通
過
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
丁
度

東
西
の
谷
底
に
當
つ
て
、
車
馬
の
通
行
頗
る
困
難
で
あ
る
。
私
が
長
安
か
ら
洛
陽
へ
の
歸
途
に
、
そ
の
地
を
經

過
し
た
時
は
、
生
憎
の
雨
天
で
、
險
惡
な
道
路
が
一
層
險
惡
と
な
り
、
殆
ど
進
退
に
窮
し
た
。
殊
に
私
は
そ
の

兩
三
日
前
か
ら
發
熱
し
て
、
體
温
三
十
九
度
と
い
ふ
病
中
を
推
し
て
の
旅
行
故
、
成
る
べ
く
早
く
旅
館
に
到
着

し
て
、
休
養
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
見
當
り
次
第
に
馬
を
雇
ひ
、
一
臺
の
馬
車
に
大
小
五
六
匹
の
馬
を
付

け
て
行
進
し
た
が
、
そ
の
硤
石
　
　
硤
石
と
い
ふ
地
名
は
、
日
本
の
記
録
で
は
『
智
證
大
師
傳
』
に
始
め
て
見
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え
て
居
る
　
　
へ
今
一
息
と
い
ふ
所
で
、
前
方
に
行
く
重
荷
を
滿
載
し
た
支
那
商
人
の
馬
車
が
顛
覆
し
た
。
之

が
爲
に
、
そ
の
後
方
に
續
く
十
臺
許
り
の
馬
車
は
、
何
れ
も
前
進
が
出
來
ぬ
。
無
論
私
の
馬
車
も
停
頓
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
路
幅
は
狹
く
、
泥
濘
は
深
く
、
馬
車
を
引
き
起
す
こ
と
は
中
々
六
ヶ
敷
い
。
雨
は
激
し
く
な
る
。

夜
は
更
け
る
。
そ
の
間
に
三
四
時
間
も
吹
き
曝
さ
れ
、
夜
の
十
時
半
頃
に
や
つ
と
硤
石
に
着
く
と
、
唯
一
軒
し

か
な
い
宿
屋
は
滿
員
で
宿
る
場
所
が
な
い
。
外
國
人
だ
か
ら
と
て
無
理
に
頼
ん
で
、
不
潔
な
支
那
宿
の
中
で
も
、

入
念
に
不
潔
な
宿
屋
の
土
間
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。
こ
の
苦
し
い
體
驗
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
こ
の

街
道
は
今
日
に
始
ま
つ
た
譯
で
な
く
、
唐
時
代
か
ら
同
樣
で
あ
つ
た
。
現
に
大
師
よ
り
約
五
十
年
後
に
入
唐
さ

れ
た
智
證
大
師
な
ど
も
、
こ
の
難
處
で
は
可
な
り
苦
勞
さ
れ
て
居
る
。
我
が
大
師
も
往
復
と
も
に
こ
の
地
を
經

過
さ
れ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
定
め
て
辛
苦
を
嘗
め
ら
れ
た
こ
と
と
想
像
し
て
間
違
な
い
。

　
〻
か
か
る
場
合
に
な
る
と
、
そ
こ
は
悠
長
な
支
那
人
の
こ
と
と
て
、
雙
方
の
馬
方
が
鋤
鍬
な
ど
取
り
出
し
て
、

崖
を
切
り
崩
し
て
、
行
違
ひ
出
來
る
だ
け
の
場
所
を
作
る
。
そ
の
出
來
上
る
迄
は
、
二
時
間
で
も
三
時
間
で
も
、

否
應
な
し
に
辛
抱
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
性
急
な
爲
に
、
却
つ
て
夥
し
い
時
間
を
空
費
し
た
、
馬
鹿
々
々
し
い

失
策
で
あ
る
。

　
函
谷
關
か
ら
西
へ
、
二
日
程
で
例
の
潼
關
に
達
す
る
。
丁
度
大
師
よ
り
五
十
年
程
以
前
の
天
寶
の
亂
に
、
官

軍
と
賊
軍
と
が
、
天
下
分
け
目
の
大
戰
を
し
た
場
所
で
あ
る
。
潼
關
以
西
は
普
通
に
い
ふ
所
の
關
中
の
地
で
、

道
路
も
平
坦
に
廣
濶
に
な
つ
て
來
る
。
潼
關
か
ら
三
日
程
前
進
す
る
と
、
今
の
臨
潼
縣
で
、
こ
こ
に
驪
山
の
温

泉
が
あ
る
。
唐
の
玄
宗
が
楊
貴
妃
と
遊
宴
し
た
場
所
で
、
白
樂
天
の
「
長
恨
歌
」
や
鄭
嵎
の
「
津
陽
門
詩
」
に
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詠
ま
れ
て
、
忘
れ
難
い
史
蹟
で
あ
る
。
大
師
の
時
代
に
は
、
ま
だ
天
寶
の
盛
時
を
親
覩
し
た
故
老
も
多
く
存
せ

し
な
る
べ
く
、
且
つ
は
長
安
へ
の
往
還
に
必
經
の
道
筋
に
當
れ
ば
、
大
師
も
こ
こ
で
は
定
め
し
徘
徊
顧
望
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
驪
山
の
温
泉
の
所
在
地
か
ら
、
日
本
里
數
で
三
里
許
り
往
く
と
灞
水
の
滸





に
出
る
。
こ
の
川
幅
は
二
町
に
近

い
。
川
に
灞
橋
が
架
し
て
あ
る
が
、
そ
の
橋
の
兩
側
に
楊
柳
が
多
い
。
唐
時
代
に
長
安
か
ら
東
へ
旅
立
す
る
時

に
は
、
友
人
達
が
是
處
で
柳
を
折
つ
て
別
を
惜
し
み
、
長
安
か
ら
西
へ
旅
立
す
る
時
に
は
、
友
人
達
が
渭
水
の

畔
に
到
つ
て
、
別
を
惜
し
む
風
習
が
あ
つ
た
。
大
師
も
長
安
で
滿
一
年
餘
り
留
學
の
の
ち
、
そ
の
東
歸
の
日
に
、

定
め
て
僧
俗
の
友
人
達
と
、
こ
の
河
畔
で
別
離
を
惜
し
ま
れ
た
こ
と
と
想
ふ
。

　
〻
長
安
の
郊
外
に
達
す
る
。
こ
こ
に
長
樂
坡
と
い
ふ
長
さ
一
町
餘
り
の
坂
が
あ
る
。
唐
時
代
に
長
安
出
入
の

人
々
を
、
こ
こ
で
も
送
り
迎
を
し
た
。
徳
川
時
代
の
江
戸
に
對
す
る
品
川
と
い
ふ
場
所
で
あ
る
。
我
が
大
使
一

行
は
、
十
二
月
二
十
一
日
に
こ
こ
に
到
着
し
た
。
『
日
本
後
紀
』
卷
十
二
に
、
こ
の
光
景
を
記
し
て
、

　
　
十
二
月
二
十
一
日
、
到
上
郡
長
樂
驛
宿
。
二
十
三
日
内
使
趙
忠
、
將
飛
龍
家
細
馬
二
十
三
匹
迎
來
。
兼
持

　
　
酒
脯
宜
慰
。
駕
即
入
京
城
。

と
あ
る
。
長
樂
驛
と
は
、
『
長
安
志
』
卷
十
一
に
、
長
樂
驛
在
｛
萬
年
｝
縣
東
十
五
里
、
長
樂
坡
下
と
い
へ
る

如
く
、
こ
の
長
樂
坡
に
在
つ
た
。
我
が
一
行
は
長
樂
驛
で
二
日
間
休
憩
い
た
し
、
唐
の
宮
廷
よ
り
出
迎
に
派
遣

さ
る
る
使
者
を
待
ち
合
せ
、
そ
の
案
内
に
て
、
行
列
を
正
し
て
長
安
城
に
入
つ
た
の
で
あ
る
。
『
高
野
大
師
御

廣
傳
』
上
に
、
當
時
の
有
樣
を
記
し
て
、
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給
大
使
以
七
珍
鞍
。
次
使
等
給
粧
鞍
。
十
二
月
二
十
三
日
、
到
上
都
長
安
城
。
（
中
略
）
入
京
華
之
儀
、

　
　
不
可
記
盡
。
見
者
滿
遐
邇
。

と
あ
る
を
併
せ
て
參
考
す
べ
き
で
あ
る
。
長
安
の
東
面
に
は
、
北
・
中
央
・
南
の
三
城
門
が
開
け
て
あ
る
が
、

大
師
は
當
然
中
央
の
春
明
門
か
ら
入
城
さ
れ
た
。
か
く
て
延
暦
二
十
三
年
即
ち
唐
の
徳
宗
の
貞
元
二
十
年
十
二

月
の
二
十
三
日
に
、
大
師
は
年
來
渇
仰
さ
れ
て
居
つ
た
長
安
に
到
着
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
滿
足
の
程
、
推

察
に
餘
り
あ
り
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
（
五
）
唐
代
の
長
安

　
唐
時
代
の
長
安
の
位
置
を
研
究
す
べ
き
材
料
は
、
唐
宋
以
來
そ
の
書
に
乏
し
く
な
い
。
但
し
多
く
は
舊
記
を

羅
列
し
た
の
み
で
、
實
地
の
踏
査
や
測
量
を
忽
に
し
て
居
る
か
ら
、
參
考
の
價
値
が
甚
だ
少
な
い
。
中
に
就
い

て
清
の
嘉
慶
年
間
編
纂
の
『
咸
寧
縣
志
』
『
長
安
縣
志
』
に
載
す
る
所
の
、
唐
代
の
京
城
の
考
證
は
尤
も
出
色

で
、
記
録
と
實
地
を
併
せ
考
へ
、
古
今
の
對
照
や
や
眞
を
得
た
る
に
庶

幾

い
。
故
に
私
は
こ
の
二
縣
志
を
土
臺

と
し
、
こ
れ
に
私
自
身
の
實
驗
を
加
へ
て
、
長
安
の
位
置
を
紹
介
せ
よ
う
と
思
ふ
。

　
唐
代
の
長
安
の
位
置
は
、
大
體
に
於
て
、
今
の
陝
西
省
關
中
道
の
長
安
縣
で
あ
る
。
今
の
長
安
縣
は
唐
の
長

安
の
北
寄
り
の
一
部
に
過
ぎ
ぬ
。
唐
の
長
安
の
大
内
裏
と
申
す
べ
き
場
所
が
、
今
の
長
安
縣
に
當
る
。
唐
の
長

安
は
今
の
長
安
縣
の
東
・
西
・
南
の
三
方
面
に
、
廣
く
擴
が
つ
て
居
つ
た
。
唐
の
長
安
の
廣
さ
は
、
東
西
十
八
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里
百
十
五
歩
、
南
北
十
五
里
百
七
十
五
歩
の
長
方
形
を
し
た
城
壁
内
に
在
つ
た
。
之
を
日
本
の
里
數
に
換
算
す

る
と
、
ざ
つ
と
東
西
二
里
十
七
町
弱
、
南
北
約
二
里
三
町
に
相
當
す
る
か
と
思
ふ
。
長
安
は
ま
た
京
城
と
も
い

ふ
。
京
城
の
中
央
よ
り
北
の
一
區
域
を
皇
城
と
い
ひ
、
こ
こ
が
諸
官
衙
の
所
在
地
で
、
我
が
大
内
裏
に
相
當
す

る
。
皇
城
の
北
部
に
宮
城
が
あ
る
。
こ
の
宮
城
は
我
が
内
裏
に
當
つ
て
、
實
に
皇
居
で
あ
る
。
要
す
る
に
長
安

は
、
京
城
・
皇
城
・
宮
城
の
三
部
か
ら
成
立
し
て
居
る
。
こ
の
宮
城
の
正
南
門
の
承
天
門
か
ら
、
皇
城
の
正
南

門
の
朱
雀
門
を
經
て
、
京
城
の
正
南
門
の
明
徳
門
に
至
る
ま
で
、
南
北
を
一
貫
せ
る
大
通
り
が
あ
る
。
之
を
朱

雀
大
街
と
い
ふ
。
そ
の
廣
さ
一
百
歩
と
い
ふ
か
ら
、
約
八
十
間
道
路
に
當
り
中
々
廣
い
。
こ
の
朱
雀
大
街
に
よ

つ
て
、
長
安
は
左
街
（
東
）
と
右
街
（
西
）
と
に
兩
分
さ
れ
る
。
左
街
は
即
ち
我
が
左
京
で
、
右
街
は
即
ち
右

京
に
當
る
。
左
右
兩
街
と
も
に
、
五
十
五
坊
と
一
市
を
有
す
る
か
ら
、
京
城
内
に
す
べ
て
百
十
坊
と
二
市
を
有

す
る
譯
で
あ
る
。
こ
の
坊
數
に
就
い
て
は
異
説
も
あ
る
が
、
茲
に
は
し
ば
ら
く
『
唐
六
典
』
に
據
つ
て
置
く
。

　
大
師
の
時
代
に
は
、
左
街
に
興
慶
宮
　
　
或
は
南
内
と
も
い
ふ
　
　
が
出
來
た
爲
、
坊
數
は
多
少
減
少
し
た
。

一
體
に
左
街
に
は
宮
殿
や
苑
囿
が
多
く
、
又
勳
貴
官
吏
ら
の
邸
宅
多
く
て
淋
し
い
。
之
に
反
し
て
右
街
は
商
賣

の
住
居
が
多
く
し
て
繁
華
で
あ
つ
た
。
坊
と
坊
と
の
間
に
は
、
何
れ
も
我
が
四
五
十
間
幅
の
道
路
が
あ
つ
た
。

四
辻
の
場
所
に
は
、
我
が
交
番
所
に
比
す
べ
き
武
候
鋪
と
い
ふ
の
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
派
遣
さ
れ
て
居
る
邏

卒
が
、
城
内
の
警
察
を
掌
つ
た
。
誠
に
規
模
堂
々
た
る
も
の
で
、
こ
の
時
代
に
於
け
る
世
界
の
尤
も
立
派
な
大

都
會
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
我
が
平
城
・
平
安
の
二
京
の
整
然
た
る
設
計
は
、
長
安
の
そ
れ
を
模
倣
し
た
こ
と
申

す
迄
も
な
い
。
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長
安
は
た
だ
に
そ
の
外
形
に
於
て
世
界
の
大
都
會
た
る
に
止
ら
ず
、
そ
の
内
容
に
於
て
も
亦
實
に
世
界
有
數

の
大
都
會
で
あ
つ
た
。
支
那
の
文
化
は
唐
を
絶
頂
と
い
た
し
、
唐
の
文
化
は
長
安
を
中
心
と
す
る
。
大
師
の
入

唐
は
、
唐
の
文
化
の
最
盛
期
と
も
い
ふ
べ
き
、
玄
宗
の
天
寶
時
代
を
距
る
こ
と
五
十
餘
年
で
、
唐
の
國
運
こ
そ

漸
く
傾
い
た
け
れ
ど
、
そ
の
文
化
と
豪
華
と
は
、
未
だ
少
し
も
衰
へ
て
居
ら
ぬ
。
し
ば
ら
く
文
藝
方
面
を
見
渡

す
と
、
李
白
や
杜
甫
（
子
美
）
は
既
に
世
を
謝
し
て
も
、
韓
愈
（
退
之
）
・
柳
宗
元
・
白
居
易
（
樂
天
）
・
劉

禹
錫
・
元
稹
ら
は
、
何
れ
も
大
師
と
略
同
年
配
の
人
で
、
當
代
に
活
躍
し
て
居
つ
た
。
畫
に
は
李
思
訓
・
王
維

（
摩
詰
）
・
呉
道
玄
（
道
子
）
の
如
き
大
家
こ
そ
な
け
れ
、
張
璪
・
周
昉
・
邊
鸞
ら
の
名
匠
が
、
大
師
入
唐
前

後
に
輩
出
し
て
居
る
。
書
に
は
顏
眞
卿
は
大
師
の
入
唐
に
先
だ
つ
こ
と
約
二
十
年
に
卒
去
し
た
が
、
之
に
代
つ

て
大
師
時
代
の
柳
公
權
が
在
る
。
大
師
に
筆
道
を
傳
へ
た
韓
方
明
も
、
當
時
錚
々
た
る
書
家
で
あ
つ
た
。

　
長
安
の
邸
宅
の
壯
麗
と
な
つ
た
の
は
、
玄
宗
の
末
期
か
ら
徳
宗
の
初
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間

大
臣
貴
族
は
邸
舍
の
華
麗
を
競
爭
し
た
。
建
築
熱
の
昌
熾
な
る
こ
と
、
前
後
無
比
と
稱
せ
ら
れ
、
時
人
は
之
を

木
妖
と
稱
し
て
、
そ
の
非
常
を
警
戒
し
た
程
で
あ
る
。
一
本
の
玉
釵
に
七
十
萬
錢
を
擲
つ
者
も
あ
れ
ば
（
『
小

學
』
卷
六
）
、
一
株
の
牡
丹
に
數
萬
錢
を
惜
ま
ぬ
者
　
　
唐
の
柳
渾
の
詩
に
近
時
無
奈
牡
丹
何
、
數
十
千
錢
買

一
顆
一
」
は
底
本
で
は
「
顆
一
」
﹈
（
石
印
『
全
唐
詩
』
卷
七
）
と
あ
る
　
　
も
あ
つ
た
。
當
時
米
一
斗
は
五

拾
錢
位
を
通
例
と
し
て
、
豐
年
の
時
に
は
五
錢
、
甚
し
き
時
は
參
錢
位
の
時
す
ら
あ
つ
た
。
之
か
ら
推
す
と
、

長
安
士
女
の
奢
侈
知
る
べ
し
で
あ
る
。
此
の
如
き
は
天
寶
以
後
の
こ
と
で
、
大
師
入
唐
前
後
の
有
樣
で
あ
る
。

　
長
安
は
又
當
時
東
洋
に
於
け
る
國
際
關
係
の
中
心
で
あ
つ
た
。
唐
の
天
子
は
單
に
支
那
人
の
皇
帝
た
る
の
み
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で
な
く
、
併
せ
て
塞
外
諸
族
及
び
西
域
諸
國
共
同
の
大
君
主
と
仰
が
れ
て
、
天
可
汗
と
い
ふ
稱
號
を
も
つ
て
居

る
。
此
等
の
諸
酋
長
又
は
諸
國
王
は
、
何
れ
も
唐
の
天
子
の
官
職
を
受
け
、
そ
の
子
弟
を
質
と
し
て
、
唐
の
天

子
の
許
に
差
出
し
た
。
當
時
こ
れ
を
侍
官
と
い
ふ
。
唐
の
天
子
か
ら
特
別
の
御
思
召
を
以
て
、
李
姓
を
賜
は
り
、

又
は
公
主
を
賜
は
る
こ
と
あ
れ
ば
、
彼
等
は
之
を
無
上
の
光
榮
と
し
て
、
他
部
又
は
隣
國
に
誇
つ
た
。
唐
か
ら

蕃
部
へ
下
嫁
す
る
公
主
を
、
當
時
和
蕃
公
主
と
稱
し
た
。
『
唐
詩
選
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
居
る
、
か
の
孫
逖
の

詩
に
、

　
　
　
邊
地
鶯
花
少
。
年
來
未
覺
新
。
美
人
天
上
落
。
龍
塞
始
應
春
。

と
あ
る
の
は
、
玄
宗
の
開
元
二
十
五
年
（
西
暦
七
三
七
）
に
、
契
丹
に
下
嫁
し
た
永
樂
公
主
を
詠
じ
た
も
の
で

あ
る
。

　
此
等
の
羈
縻
藩
屬
の
諸
部
・
諸
國
の
外
に
、
唐
の
國
威
と
文
化
と
を
慕
つ
て
、
通
交
し
た
國
々
の
數
が
中
々

多
い
。
從
つ
て
殆
ど
世
界
各
國
の
國
使
が
長
安
に
來
集
し
た
。
徳
宗
の
貞
元
三
年
（
西
暦
七
八
七
）
の
頃
、
長

安
に
滯
在
し
た
諸
國
の
使
者
だ
け
で
も
、
そ
の
從
者
を
合
せ
て
四
千
人
以
上
に
及
ん
だ
と
い
ふ
。
之
に
北
塞
・

東
邊
及
び
南
洋
方
面
の
使
者
を
加
へ
ば
、
非
常
の
多
數
に
上
る
筈
と
思
ふ
。
唐
の
宮
廷
に
於
け
る
此
等
諸
外
國

の
使
者
の
席
次
が
、
非
常
に
重
大
視
せ
ら
れ
、
時
々
之
に
關
す
る
爭
論
が
起
つ
た
。
玄
宗
の
天
寶
十
二
載
（
西

暦
七
五
三
）
　
　
我
が
孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
寶
五
年
　
　
の
正
月
元
旦
に
、
長
安
の
大
明
宮
（
蓬
莱
宮
）
の
正

殿
に
當
る
含
元
殿
に
拜
賀
式
の
行
は
れ
た
時
、
諸
國
使
者
の
着
席
順
序
が
左
圖
の
如
く
で
あ
つ
た
の
を
、
我
が

遣
唐
副
使
の
大
伴
古
麻
呂
が
抗
議
し
て
、
日
本
と
新
羅
と
の
位
置
を
取
り
換
へ
た
こ
と
が
、
國
史
（
『
續
日
本
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紀
』
卷
十
九
）
に
載
せ
ら
れ
て
あ
る
が
、
か
か
る
事
件
は
當
時
必
ず
し
も
稀
有
で
は
な
か
つ
た
。
大
食





と
囘
※






と
、
突
厥





と
突
騎
施









と
の
間
に
も
、
國
使
の
謁
見
順
序
に
つ
い
て
爭
を
起
こ
し
、
唐
廷
は
そ
の
處
置
に
當
惑
の

あ
ま
り
、
東
西
二
門
を
開
き
、
兩
國
使
を
同
時
に
謁
見
せ
し
め
て
、
爭
議
を
解
決
し
た
こ
と
が
あ
る
。
か
か
る

事
件
の
起
る
の
も
、
畢
竟
當
時
諸
外
國
の
間
に
、
長
安
を
世
界
の
外
交
の
本
舞
臺
と
認
め
て
を
つ
た
か
ら
で
あ

ら
う
。

　
右
の
如
き
状
態
故
、
一
旦
唐
の
宮
廷
又
は
政
府
に
吉
凶
が
あ
る
と
、
世
界
各
國
か
ら
慶
賀
も
す
れ
ば
又
弔
慰

も
す
る
。
高
宗
の
崩
御
の
際
、
諸
蕃
酋
の
親
し
く
來
弔
す
る
者
六
十
一
人
も
あ
つ
た
。
そ
の
記
念
に
石
を
以
て

彼
等
の
肖
像
六
十
一
を
作
り
、
高
宗
の
陵
前
に
列
し
た
。
高
宗
の
陵
は
乾
陵
と
い
ひ
、
長
安
の
乾
（
西
北
）
の

方
向
、
三
日
程
の
距
離
の
乾
州
（
今
の
關
中
道
乾
縣
）
附
近
に
在
る
。
千
二
百
餘
年
後
の
今
日
に
至
つ
て
も
、

乾
陵
の
諸
蕃
酋
の
石
像
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
居
る
。
私
の
調
査
し
た
時
に
は
、
東
側
の
蕃
酋
二
十
四
、
西

側
二
十
九
を
算
し
た
。
玄
宗
の
末
年
に
、
所
謂
天
寶
の
亂
が
起
つ
た
時
、
西
は
遠
く
大
食
を
始
め
、
中
央
ア
ジ

ア
の
諸
國
、
北
の
囘
紇
等
皆
兵
を
出
し
て
唐
を
助
け
て
内
亂
を
鎭
定
し
た
。
我
が
國
も
唐
の
請
求
に
應
じ
て
、

兵
器
を
供
給
す
べ
く
努
力
し
た
こ
と
が
あ
る
（
『
續
日
本
紀
』
卷
廿
三
）
。
こ
れ
は
凶
事
の
場
合
の
例
だ
が
、

吉
事
の
場
合
に
も
同
樣
で
あ
つ
た
。

　
長
安
の
國
子
監
は
、
今
日
で
申
せ
ば
帝
國
大
學
に
當
る
が
、
そ
の
國
子
監
へ
高
麗
・
新
羅
・
百
濟
・
高
昌
・

吐
蕃
・
渤
海
・
日
本
の
諸
國
か
ら
、
留
學
生
が
來
集
し
た
。
支
那
人
は
世
間
普
通
に
想
像
さ
れ
て
居
る
程
、
し

か
く
外
國
人
を
毛
嫌
せ
ぬ
。
否
、
公
平
に
觀
て
、
支
那
人
は
世
界
の
中
で
、
尤
も
異
種
族
排
斥
の
偏
見
を
脱
却
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し
た
國
民
と
も
い
へ
る
。
支
那
人
の
理
想
に
よ
る
と
、
支
那
の
皇
帝
は
天
の
代
理
者
と
し
て
四
海
に
君
臨
す
べ

き
筈
で
あ
る
。
支
那
の
皇
帝
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
族
を
一
視
同
仁
に
取
扱
ふ
べ
き
責
任
を
も
つ
て
居
る
。
從
つ
て

遠
人
を
懷
柔
し
、
四
夷
を
咸
賓
せ
し
む
る
こ
と
は
、
支
那
皇
帝
た
る
者
の
一
の
必
要
な
資
格
と
さ
へ
認
め
ら
れ

た
位
で
あ
る
。
故
に
歴
代
の
支
那
政
府
は
、
外
國
の
留
學
生
を
觀
迎
し
て
、
彼
等
に
種
々
な
る
便
宜
と
補
助
と

を
與
へ
た
。
し
か
の
み
な
ら
ず
多
く
の
場
合
、
外
國
人
を
も
自
國
人
同
樣
、
何
等
の
差
別
な
く
官
吏
に
任
用
し

て
居
る
。

　
支
那
人
は
古
代
か
ら
楚
材
晉
用
　
　
外
國
の
人
材
を
自
國
の
爲
に
登
庸
し
て
利
用
す
る
　
　
主
義
を
實
行
し

た
。
西
域
人
や
塞
外
人
で
、
支
那
に
仕
へ
て
大
臣
・
顯
官
に
登
つ
た
者
は
、
唐
以
前
に
も
そ
の
實
例
が
尠
く
な

い
。
殊
に
唐
時
代
に
は
、
尤
も
自
由
に
、
尤
も
多
數
に
、
外
國
人
を
任
用
し
た
。
我
が
阿
倍
仲
麻
呂
（
仲
滿
）

や
、
藤
原
清
河
（
河
清
）
が
、
唐
の
玄
宗
や
肅
宗
に
寵
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
が
國
史
に
喧
傳
さ
れ
て
居
る
が
、

唐
の
歴
史
を
通
覽
す
る
と
、
か
か
る
事
例
は
寧
ろ
普
通
で
あ
つ
た
。

　
『
新
唐
書
』
の
囘
鶻
（
囘
紇
）
傳
に
據
る
と
、
唐
の
武
宗
は
宰
相
の
李
徳
裕
に
詔
し
て
、
秦
・
漢
以
來
外
國

人
で
支
那
に
支
へ
て
、
功
績
顯
著
な
る
者
三
十
人
を
選
ん
で
、
そ
の
傳
記
を
作
り
、
『
異
域
歸
忠
傳
』
二
卷
を

編
ま
し
め
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
『
異
域
歸
忠
傳
』
は
元
以
後
に
佚
亡
し
て
、
今
日
に
傳
ら
ぬ
か
ら
、
如
何
な

る
標
準
で
三
十
人
と
限
つ
た
こ
と
か
、
又
そ
の
三
十
人
は
如
何
な
る
人
々
を
指
す
こ
と
か
、
一
切
不
明
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
唐
に
仕
へ
た
外
國
人
の
多
か
つ
た
こ
と
だ
け
は
想
像
に
難
く
な
い
。
唐
時
代
に
新
羅
・
高
麗
・

百
濟
・
渤
海
・
契
丹
・
突
厥
・
鐵
勒
・
囘
紇
・
吐
蕃
を
始
め
、
遠
く
は
中
央
ア
ジ
ア
・
印
度
・
ペ
ル
シ
ア
等
の
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國
人
で
、
支
那
の
朝
廷
に
奉
仕
し
た
者
が
頗
る
多
い
。
現
に
我
が
大
師
と
特
別
の
關
係
あ
る
、
般
若
三
藏
の
表



兄








の
羅
好
心
の
如
き
印
度
人
が
、
徳
宗
に
仕
へ
て
近
衞
の
將
軍
と
な
つ
て
居
る
。
そ
の
約
百
年
前
に
、
高

宗
に
仕
へ
て
近
衞
の
將
軍
に
な
つ
た
ペ
ル
シ
ア
人
の
阿
羅
憾
が
あ
る
。
外
國
人
の
中
に
は
、
支
那
人
同
樣
に
支

那
の
詩
文
・
經
學
を
修
め
、
支
那
人
同
樣
に
受
驗
し
、
正
途
を
踏
ん
で
、
支
那
の
官
吏
と
な
つ
た
者
も
あ
る
。

北
宋
の
初
期
に
出
た
錢
易
の
『
南
部
新
書
』
丙
に
、

　
　
大
中
（
西
暦
八
四
七
　
八
五
九
）
以
來
、
禮
部
放
牓
、
歳
取
三
二
人
、
姓
氏
稀
僻
者
、
謂
之
色
目
人
。
亦

　
　
曰
牓
花
。

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
外
國
人
で
支
那
の
科
擧
（
高
等
文
官
試
驗
）
に
合
格
し
た
者
が
、
意
外
に
多
か
つ
た
樣

に
思
ふ
。
私
が
先
年
學
界
に
紹
介
し
た
、
李
彦
昇
の
如
き
は
、
大
食





（
ア
ラ
ビ
ア
）
人
で
、
こ
の
高
等
文
官
試

驗
に
合
格
し
て
居
る
。

　
此
等
諸
外
國
人
は
何
れ
も
、
世
界
の
大
國
た
る
唐
に
仕
官
す
る
こ
と
を
非
常
な
る
名
譽
と
心
得
、
唐
の
爲
に

各
自
の
材
能
を
盡
く
す
と
い
ふ
有
樣
故
、
自
然
世
界
の
文
化
の
精
華
は
唐
に
※





る
譯
で
あ
る
。
支
那
文
化
は
世

間
に
想
像
さ
れ
て
居
る
程
、
し
か
く
孤
立
的
の
も
の
で
な
い
。
唐
代
の
文
化
の
特
色
は
、
印
度
文
化
と
イ
ラ
ン

文
化
が
、
著
し
く
支
那
文
化
に
影
響
し
た
點
に
在
る
。
此
等
外
來
文
化
の
影
響
を
度
外
視
し
て
は
、
決
し
て
唐

の
文
化
の
眞
相
を
悉
く
す
こ
と
が
出
來
ぬ
。
印
度
の
宗
教
・
藝
術
・
天
文
・
醫
藥
等
が
唐
に
影
響
し
た
こ
と
は
、

『
隋
書
』
の
經
藉
志
や
、
『
唐
書
』
の
藝
文
志
を
見
る
と
、
此
等
關
係
の
印
度
の
書
物
が
、
尠
か
ら
ず
支
那
に

翻
譯
さ
れ
て
居
る
事
實
に
由
つ
て
も
、
そ
の
大
概
を
察
知
す
る
に
難
く
な
い
。
ペ
ル
シ
ア
の
宗
教
・
藝
術
・
天
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文
等
も
、
可
な
り
唐
に
影
響
し
て
居
る
こ
と
は
、
近
時
實
物
の
上
か
ら
も
、
記
録
の
上
か
ら
も
、
次
第
に
明
瞭

と
な
つ
て
來
た
。
私
の
同
僚
の
榊
博
士
が
、
七
八
年
前
に
當
降
誕
會
に
於
て
、
「
大
師
の
時
代
」
と
題
す
る
有

益
な
る
講
演
を
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
唐
代
時
代
の
外
來
文
化
の
影
響
と
い
ふ
點
を
、
隨
分
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て

あ
る
か
ら
、
是
非
參
考
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
唐
の
玄
宗
時
代
の
韋
述
と
い
ふ
人
の
『
兩
京
新
記
』
　
　
北
宋
の
宋
敏
求
の
『
長
安
志
』
卷
七
に
引
く
所
に

據
る
　
　
に
、
開
元
末
期
の
長
安
城
中
に
於
け
る
寺
觀
の
數
を
擧
げ
て
、
僧
寺
六
十
四
、
尼
寺
二
十
七
、
道
士

觀
十
、
女
觀
六
、
波
斯
寺
二
、
胡
祆
祠
四
と
あ
る
。
そ
の
後
六
十
餘
年
を
經
た
、
大
師
の
長
安
留
學
の
頃
に
は
、

多
少
の
變
動
の
あ
つ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
『
兩
京
新
記
』
を
參
考
し
て
、
當
時
の
教
界
の
大
勢
は
略
想

像
し
得
る
か
と
思
ふ
。
之
に
由
る
と
佛
教
が
格
段
の
相
違
を
以
て
優
勢
を
占
め
て
居
る
。
そ
の
次
は
道
教
で
あ

る
。
道
教
は
唐
の
皇
室
と
特
別
の
關
係
が
あ
つ
て
、
手
厚
い
保
護
を
受
け
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
宮
觀
の

數
は
佛
寺
の
六
分
の
一
に
過
ぎ
ぬ
。
波
斯
寺
と
胡
祆
祠
と
は
、
何
れ
も
唐
時
代
か
若
く
ば
そ
の
少
し
く
以
前
に
、

新
に
、
支
那
に
傳
來
し
た
、
西
域
の
宗
教
の
祠
寺
で
あ
る
。

　
波
斯
寺
と
の
み
で
は
、
ネ
ス
ト
ル
教
（
景
教
）
の
寺
を
指
す
か
、
又
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
祆
教
）
の
寺
を

指
す
の
か
、
一
寸
判
定
し
難
い
。
玄
宗
の
天
寶
四
載
（
西
暦
七
四
五
）
以
後
は
、
ネ
ス
ト
ル
教
の
寺
は
大
秦
寺

と
稱
す
る
こ
と
と
な
つ
て
、
區
別
は
付
く
が
、
そ
の
以
前
の
開
元
時
代
に
は
、
兩
教
の
寺
を
同
樣
に
波
斯
寺
と

稱
し
た
。
併
し
殘
缺
な
が
ら
今
日
に
傳
は
れ
る
『
兩
京
新
記
』
の
内
容
を
調
査
す
る
と
、
波
斯
寺
二
と
あ
る
中

の
一
つ
は
、
右
街
の
醴
泉
坊
に
在
る
波
斯
胡
寺
で
、
こ
れ
は
高
宗
の
儀
鳳
二
年
（
西
暦
六
七
七
）
に
、
當
時
唐
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の
保
護
を
受
け
て
居
つ
た
ペ
ル
シ
ア
王
卑
路
斯







の
爲
に
建
立
し
た
も
の
で
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
寺
で
あ
る
。

今
一
つ
は
同
じ
く
右
街
の
義
寧
坊
に
在
る
波
斯
胡
寺
で
、
こ
れ
は
唐
の
太
宗
の
貞
觀
十
二
年
（
西
暦
六
三
八
）

に
、
ネ
ス
ト
ル
教
の
僧
の
阿
羅
本









の
爲
に
建
立
し
た
も
の
で
、
か
の
大
秦
景
教
碑
に
、
有
司
即
於
京
義
寧
坊
、

造
大
秦
寺
一
所
　
　
こ
こ
に
大
秦
寺
と
い
ふ
は
、
天
寶
四
載
以
後
の
名
稱
に
據
つ
た
も
の
で
あ
る
　
　
と
あ
る

も
の
で
、
ネ
ス
ト
ル
教
の
寺
を
指
す
こ
と
疑
を
容
れ
ぬ
。

　
胡
štada^n

〕
）
と
い
ふ
言
葉
の
音
譯
で
、
固
有
名
詞
で
あ
る
ま
い
と
い
ふ
　
　
が
始
め
て
唐
に
マ
ニ
教
を

傳
來
し
た
の
は
、
武
后
の
延
載
元
年
（
西
暦
六
九
四
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
七
十
年
前
に
建
立
さ
れ
た
、
こ
の

布
政
坊
の
胡
祆
祠
は
、
勿
論
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
師
の
入
唐
よ
り
約
二
十
年
後

に
作
ら
れ
た
、
舒
元
輿
の
唐
鄂
州
永
興
縣
（
今
の
湖
北
省
江
漢
道
陽
新
縣
）
重
巖
寺
碑
銘
（
『
全
唐
文
』
卷
七

百
二
十
七
）
に
、
當
時
支
那
國
内
に
行
は
れ
た
、
外
來
の
三
宗
教
の
摩
尼
（
末
尼
）
と
大
秦
（
景
教
）
と
祆
神

（
胡
祆
・
火
祆
）
と
の
寺
院
を
總
べ
て
、
三
夷
寺
と
稱
し
て
居
る
。
か
く
區
別
す
る
時
は
、
胡
祆
は
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
に
限
つ
て
、
マ
ニ
教
を
含
ま
ぬ
筈
で
あ
る
。
さ
れ
ど
マ
ニ
教
も
、
祆
教
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）
も
、
等

し
く
ペ
ル
シ
ア
に
行
は
れ
、
ま
た
等
し
く
明
暗
の
二
宗
を
説
け
ば
、
宗
教
の
内
容
な
ど
に
不
注
意
勝
な
支
那
の

學
者
は
、
時
に
マ
ニ
教
を
も
胡
祆
の
中
に
混
同
し
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
要
す
る
に
『
兩
京
新
記
』
に
據
る
と
、
西
暦
八
世
紀
の
半
頃
に
、
長
安
に
景
教
の
寺
も
あ
り
、
又
祆
教
の
寺

も
あ
つ
た
。
た
だ
マ
ニ
教
の
寺
の
有
無
は
や
や
不
確
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
洛
陽
と
同
樣
に
長
安
に
も
存
在
し
た

こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
玄
宗
の
孫
の
代
宗
の
時
代
に
な
る
と
、
囘
紇
人
が
多
く
長
安
に
來
往
し
、
こ
れ
ら
囘
紇
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人
が
マ
ニ
教
に
歸
依
し
た
か
ら
、
自
然
長
安
に
大
雲
光
明
寺
と
い
ふ
マ
ニ
教
の
寺
が
建
立
さ
れ
た
（
『
資
治
通

鑑
』
唐
紀
五
十
三
）
。
大
師
の
長
安
に
到
着
さ
れ
た
頃
に
は
、
長
安
に
マ
ニ
教
の
寺
院
の
存
在
し
た
こ
と
勿
論

で
あ
る
。
此
等
諸
外
教
の
こ
と
に
就
い
て
は
、
さ
き
に
紹
介
し
た
榊
博
士
の
講
演
を
參
考
さ
れ
た
く
、
更
に
唐

代
の
ネ
ス
ト
ル
教
に
關
し
て
は
、
ア
ヴ
レ
（H

avret

）
氏
の
著
書
が
あ
り
、
マ
ニ
教
に
關
し
て
は
、
シ
ャ
ヴ
ァ

ン
ヌ
（C

havannes
）
及
び
ペ
リ
オ
（Pelliot

）
二
氏
合
著
の
論
文
が
あ
る
か
ら
、
此
等
の
著
書
や
論
文
を
參
考

あ
れ
ば
、
一
層
結
構
と
思
ふ
。

　
今
の
長
安
縣
の
學
習
巷
の
清
眞
寺
内
に
、
玄
宗
の
天
寶
元
年
（
西
暦
七
四
二
）
に
建
設
さ
れ
た
と
傳
へ
ら
る

る
創
建
清
眞
寺
碑
が
現
存
し
て
居
る
。
こ
の
碑
を
信
憑
す
る
な
ら
ば
、
大
師
入
唐
の
頃
に
は
、
長
安
に
上
述
の

三
夷
寺
以
外
に
、
更
に
イ
ス
ラ
ム
教
（
囘
教
）
の
寺
院
も
あ
つ
た
筈
で
あ
る
。
さ
れ
ど
こ
の
碑
は
、
私
が
嘗
つ

て
證
明
し
た
如
く
（
明
治
四
十
五
年
七
月
の
『
藝
文
』
參
看
）
、
明
代
の
僞
作
で
あ
る
か
ら
、
是
に
由
つ
て
當

時
長
安
に
囘
教
の
寺
院
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
た
だ
大
師
入
唐
の
頃
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
、
商
業

上
や
政
治
上
の
目
的
で
、
尠
か
ら
ず
長
安
に
往
來
し
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
六
）
長
安
に
於
け
る
大
師

　
大
師
が
我
が
遣
唐
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
一
行
に
加
つ
て
、
長
安
に
到
着
さ
れ
た
當
初
は
、
そ
の
一
行
と
共

に
、
支
那
政
府
か
ら
指
定
さ
れ
た
宣
陽
坊
の
官
宅
に
宿
泊
さ
れ
た
。
普
通
な
ら
ば
皇
城
内
の
鴻
臚
寺
の
客
館
に
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で
も
就
く
筈
で
あ
る
の
を
、
こ
の
時
支
那
政
府
の
都
合
で
、
我
が
一
行
は
皇
城
外
の
宣
陽
坊
の
公
館
に
安
置
さ

れ
た
も
の
と
見
え
る
。
遣
唐
大
使
が
所
定
の
任
務
を
果
し
て
、
翌
年
の
順
宗
の
永
貞
元
年
、
即
ち
我
が
延
暦
二

十
四
年
（
西
暦
八
〇
五
）
の
二
月
十
日
に
長
安
を
出
發
し
て
、
歸
朝
の
途
に
就
く
と
、
そ
の
日
か
ら
大
師
は
公

館
を
辭
し
て
、
西
明
寺
に
引
越
を
さ
れ
た
。

　
西
明
寺
は
右
街
の
延
康
坊
の
西
南
隅
に
在
つ
た
。
唐
の
高
宗
の
顯
慶
三
年
（
西
暦
六
五
八
）
の
建
立
で
、
印

度
の
祇
園
精
舍
の
規
模
に
倣
つ
た
も
の
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
（
『
續
高
僧
傳
』
卷
四
）
。
我
が
近
江
の
梵
釋
寺

の
永
忠
が
十
數
年
留
學
し
た
寺
で
、
大
師
の
起
臥
さ
る
る
こ
と
に
な
つ
た
居
室
は
、
即
ち
二
十
幾
年
以
前
に
、

永
忠
僧
都
の
起
臥
し
た
居
室
で
あ
る
。
大
師
の
高
弟
で
、
大
師
よ
り
約
六
十
年
後
に
入
唐
せ
ら
れ
、
更
に
海
路

印
度
に
法
を
求
め
ん
と
て
、
中
途
の
羅
越
國
　
　
今
の
マ
レ
ー
半
島
の
南
端
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
附
近
に
在
つ
た
か

と
想
は
れ
る
國
　
　
で
逝
去
さ
れ
た
高
岳
親
王
も
、
一
時
こ
こ
に
滯
在
さ
れ
た
。
兎
に
角
日
本
の
佛
教
界
に
と

つ
て
、
因
縁
の
も
つ
と
も
深
い
寺
で
あ
る
。
こ
の
寺
は
牡
丹
の
名
所
で
、
白
樂
天
や
元
稹
の
詩
集
中
に
、
西
明

寺
牡
丹
と
題
す
る
詩
が
見
え
て
ゐ
る
。
大
師
の
入
唐
時
代
よ
り
約
四
十
年
を
經
て
、
武
宗
の
會
昌
五
年
（
西
暦

八
四
五
）
五
月
に
、
天
下
の
佛
寺
を
廢
し
、
長
安
城
中
に
僅
に
四
個
寺
だ
け
存
在
を
許
し
た
時
、
こ
の
西
明
寺

は
、
そ
の
四
個
寺
の
一
と
し
て
存
續
を
許
さ
れ
た
ほ
ど
の
名
刹
で
あ
る
。

　
こ
の
西
明
寺
は
西
市
に
近
い
。
長
安
に
は
東
市
と
西
市
と
あ
る
が
、
西
市
の
方
が
盛
大
で
、
外
國
商
人
は
多

く
こ
こ
に
來
集
し
た
。
囘
紇
商
人
と
共
に
、
マ
ニ
教
徒
も
多
く
こ
の
西
市
に
往
來
し
た
樣
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア

や
大
食
の
商
賈
も
、
尠
か
ら
ず
こ
の
西
市
に
出
入
し
て
居
る
。
又
西
明
寺
附
近
に
は
、
景
教
の
寺
院
や
祆
教
の
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寺
院
も
存
在
す
る
か
ら
、
研
究
心
の
深
く
、
知
識
慾
の
盛
な
大
師
は
、
西
明
寺
滯
在
中
に
、
定
め
し
此
等
の
異

教
徒
又
は
彼
等
の
寺
院
に
對
し
て
、
相
當
の
注
意
を
拂
は
れ
た
こ
と
と
想
ふ
。
二
月
か
ら
六
月
ま
で
約
四
ヶ
月

間
、
大
師
は
西
明
寺
に
滯
在
し
つ
つ
城
内
の
名
刹
を
訪
ひ
、
大
徳
を
叩
い
て
請
益
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
「
上

新
請
來
經
等
目
録
表
」
に
、
周
游
諸
寺
、
訪
擇
師
依
と
い
へ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
周
游
さ
れ
た
寺
院
の
中
に
、

玄
奘
三
藏
と
特
別
の
關
係
あ
る
、
晉
昌
坊
の
大
慈
恩
寺
や
、
不
空
三
藏
と
特
別
の
關
係
あ
る
、
靖
善
坊
の
大
興

善
寺
等
の
存
す
べ
き
は
殆
ど
疑
を
容
れ
ぬ
。

　
そ
の
六
月
に
大
師
は
青
龍
寺
の
惠
果
阿
闍
梨
に
晉
謁
し
て
、
遂
に
同
阿
闍
梨
よ
り
、
眞
言
宗
を
傳
授
さ
る
る

こ
と
と
な
つ
た
。
青
龍
寺
は
西
明
寺
と
は
反
對
に
、
左
街
の
東
邊
の
新
昌
坊
の
南
門
の
東
に
在
つ
た
。
土
地
は

高
く
、
展
望
は
廣
い
。
北
宋
の
錢
易
の
『
南
部
新
書
』
戊
に
、

　
　
長
安
戲
場
多
集
于
慈
恩
、
小
者
在
青
龍
、
其
次
薦
福
・
永
壽
。

と
あ
れ
ば
、
可
な
り
群
衆
の
雜
沓
し
た
場
所
ら
し
い
。
大
師
が
こ
の
寺
で
密
教
を
傳
へ
ら
れ
た
關
係
か
ら
、
爾

來
我
が
入
唐
の
大
徳
は
、
慈
覺
大
師
で
も
智
證
大
師
で
も
、
み
な
青
龍
寺
に
留
錫
す
る
と
い
ふ
風
に
、
我
が
國

の
佛
教
と
關
係
の
尤
も
深
い
寺
で
あ
る
。
こ
の
寺
も
武
宗
の
時
、
一
旦
は
廢
絶
さ
れ
た
が
、
一
年
な
ら
ず
し
て

再
興
せ
ら
れ
、
格
別
の
迫
害
を
受
け
ず
に
、
法
運
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
『
咸
寧
縣
志
』
卷
十
二
に
、

　
　
石
佛
寺
即
唐
青
龍
寺
、
在
祭
台
村
。

と
あ
れ
ば
、
青
龍
寺
は
後
に
石
佛
寺
と
名
を
變
へ
て
、
嘉
慶
時
代
ま
で
存
在
し
た
も
の
と
見
え
る
。
祭
台
村
は

今
の
長
安
縣
の
西
南
郊
外
、
我
が
一
里
強
に
當
る
。
私
は
長
安
へ
出
掛
け
た
時
分
に
、
未
だ
こ
の
事
實
を
承
知
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せ
な
か
つ
た
爲
め
、
石
佛
寺
を
探
訪
せ
ず
、
今
日
ま
で
遺
憾
千
萬
に
思
ふ
。
私
の
前
後
に
長
安
に
出
掛
け
た
人

々
が
尠
く
な
い
が
、
誰
も
石
佛
寺
の
現
状
を
審
に
せ
ぬ
樣
で
あ
る
。
｛
そ
の
後
大
正
十
三
年
の
夏
に
、
眞
言
宗

の
青
年
僧
侶
の
和
田
辨
瑞
君
が
、
私
の
こ
の
論
文
に
刺
戟
さ
れ
、
態
〻
長
安
に
出
掛
け
て
青
龍
寺
の
舊
蹟
を
踏

査
し
、
石
佛
寺
　
　
今
は
祭
台
村
の
小
學
堂
に
な
つ
て
居
る
　
　
の
現
状
を
始
め
て
傳
へ
ら
れ
た
。
大
正
十
四

年
二
月
發
行
の
『
新
興
』
と
い
ふ
雜
誌
に
、
そ
の
大
要
が
紹
介
さ
れ
て
居
る
。
近
頃
、
大
正
十
四
年
九
月
の

『
宗
教
研
究
』
に
、
常
盤
大
定
博
士
が
、
石
佛
寺
を
青
龍
寺
の
舊
蹟
と
す
る
説
を
否
定
さ
れ
た
と
か
仄
聞
し
た

が
、
不
幸
に
し
て
未
だ
寓
目
の
機
を
得
ぬ
。
私
は
今
日
で
も
石
佛
寺
を
青
龍
寺
の
遺
址
と
す
る
説
を
信
頼
し
て

居
る
。
何
れ
常
盤
博
士
の
論
文
を
閲
讀
し
た
上
で
、
そ
れ
に
對
す
る
批
判
を
學
界
に
公
表
し
た
い
と
思
ふ
。
｝

　　
さ
て
大
師
は
こ
の
年
の
六
月
十
三
日
に
、
始
め
て
惠
果
阿
闍
梨
に
就
い
て
か
ら
、
二
ヶ
月
を
經
た
そ
の
八
月

に
は
、
早
く
も
傳
法
阿
闍
梨
位
の
灌
頂
を
受
け
ら
る
る
こ
と
に
な
つ
た
。
私
は
さ
き
に
申
述
べ
た
通
り
、
眞
言

の
教
義
に
は
全
く
不
案
内
で
あ
る
が
、
か
か
る
短
日
月
に
し
て
、
か
か
る
名
譽
あ
る
灌
頂
を
受
け
る
こ
と
は
、

極
め
て
異
常
の
こ
と
と
思
ふ
。
經
範
の
『
大
師
御
行
状
集
記
』
に
、
こ
の
時
玉
堂
寺
の
僧
珍
賀
と
い
ふ
者
が
、

再
三
こ
の
傳
法
に
不
平
を
唱
へ
た
と
申
傳
へ
て
居
る
が
、
隨
分
有
り
勝
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
海
外
か
ら
留
學
に

來
た
一
僧
侶
が
、
僅
々
二
ヶ
月
に
し
て
、
衆
弟
子
を
越
え
て
、
法
燈
繼
承
の
大
名
譽
を
負
う
た
こ
と
は
、
確
に

一
部
の
者
に
奇
怪
驚
愕
の
念
を
起
さ
し
め
た
に
相
違
な
い
。
是
に
由
つ
て
も
大
師
の
資
性
の
如
何
に
非
凡
で
あ

り
、
ま
た
惠
果
阿
闍
梨
の
大
師
に
對
す
る
信
任
の
如
何
に
深
大
で
あ
つ
た
か
を
、
想
見
し
得
て
餘
あ
る
と
思
ふ
。
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眞
言
の
教
義
は
深
密
で
、
圖
畫
を
借
ら
ね
ば
、
説
明
理
會
し
難
い
點
が
あ
る
と
い
ふ
阿
闍
梨
の
注
意
で
、
大

師
は
供
奉
丹
青
博
士
の
李
眞
ら
に
依
頼
し
て
、
大
曼
荼
羅
十
鋪
を
作
ら
し
め
、
ま
た
供
奉
鑄
博
士
の
楊
忠
信
ら

に
依
頼
し
て
、
佛
具
十
五
事
を
作
ら
し
め
た
。
供
奉
と
は
唐
時
代
に
は
一
藝
に
卓
越
し
た
者
を
選
ん
で
宮
廷
の

供
奉
官
と
し
た
。
差
當
り
我
が
宮
内
省
御
用
掛
と
い
ふ
格
で
あ
る
。
楊
貴
妃
の
一
族
の
楊
釗
（
楊
國
忠
）
な
ど

は
、
※
※
が
上
手
と
い
ふ
の
で
、
供
奉
官
と
な
り
、
そ
れ
が
出
世
の
緒
で
、
遂
に
玄
宗
の
晩
年
の
宰
相
と
な
つ

た
。
か
か
る
供
奉
は
有
難
く
な
い
が
、
丹
青
博
士
と
い
へ
ば
、
先
づ
今
日
の
帝
室
技
藝
員
に
相
當
す
べ
き
で
あ

ら
う
。

　
唐
は
藝
術
最
盛
の
時
代
で
あ
つ
た
。
中
に
も
支
那
の
繪
畫
は
、
當
時
の
世
界
に
冠
絶
し
て
居
つ
た
。
唐
末
の

ア
ラ
ビ
ア
人
の
支
那
見
聞
録
に
も
、
支
那
人
は
あ
ら
ゆ
る
技
藝
に
於
て
、
世
界
の
各
國
民
中
に
卓
越
し
て
居
る

が
、
殊
に
繪
畫
を
第
一
と
す
る
。
彼
等
は
他
國
民
人
に
は
、
到
底
模
倣
し
得
ざ
る
程
の
完
全
な
る
繪
畫
を
作
る

と
述
べ
て
あ
る
。
支
那
の
鑄
金
術
や
合
金
術
も
、
古
代
か
ら
頗
る
發
達
し
て
居
つ
た
。
大
師
の
入
唐
よ
り
約
百

年
前
に
、
則
天
武
后
の
延
載
元
年
（
西
暦
六
九
四
）
に
、
諸
蕃
長
は
醵
金
し
て
、
武
后
の
徳
を
頌
す
る
爲
に
、

洛
陽
の
宮
城
の
正
門
前
に
、
銅
鐵
製
の
天
樞
を
建
て
た
。
天
樞
の
形
は
八
角
で
、
そ
の
一
面
の
廣
さ
十
二
尺
、

高
さ
百
五
尺
と
い
ふ
。
天
樞
の
正
面
に
は
、
武
后
の
親
筆
で
大
周
萬
國
頌
徳
天
樞
の
八
字
を
刻
し
、
そ
の
周
圍

に
は
、
こ
の
計
畫
に
贊
成
し
た
百
官
及
び
四
夷
諸
酋
長
の
名
を
刻
し
た
。
土
臺
は
同
じ
く
銅
鐵
製
の
山
形
で
、

高
さ
二
十
尺
周
圍
百
七
十
尺
餘
に
及
ぶ
。
こ
の
土
臺
の
上
に
、
天
樞
が
聳
立
し
て
、
定
め
て
偉
觀
を
呈
し
た
で

あ
ら
う
。
天
樞
は
武
后
の
死
後
間
も
な
く
破
壞
さ
れ
た
け
れ
ど
、
當
時
の
記
録
に
よ
つ
て
、
そ
の
規
模
を
髣
髴
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の
間
に
想
見
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
唐
人
の
金
物
製
作
に
長
じ
て
居
つ
た
こ
と
は
、
正
倉
院
の
御
物
　
　
御
物

の
中
に
唐
製
の
器
具
尠
く
な
い
と
見
受
け
る
　
　
を
拜
觀
し
て
も
、
推
知
す
る
に
難
く
な
い
。
こ
の
藝
術
の
發

達
し
た
唐
時
代
に
、
或
は
丹
青
を
以
て
、
或
は
鑄
金
を
以
て
、
供
奉
博
士
に
推
さ
れ
た
人
々
の
、
技
能
の
拔
群

な
る
べ
き
は
贅
言
を
要
せ
ぬ
。
從
つ
て
大
師
が
携
帶
歸
朝
さ
れ
た
、
此
等
の
曼
荼
羅
・
佛
具
は
、
單
に
藝
術
的

方
面
か
ら
觀
て
も
、
大
い
に
貴
重
す
べ
き
も
の
と
思
ふ
。

　
勿
論
大
師
は
こ
の
曼
荼
羅
・
佛
具
を
作
る
爲
に
、
此
等
藝
術
家
に
尠
か
ら
ざ
る
報
酬
を
支
拂
は
れ
た
こ
と
で

あ
ら
う
。
數
多
き
藝
術
家
の
中
に
は
、
銅
臭
を
帶
び
た
者
も
皆
無
と
は
い
へ
ぬ
。
現
に
慈
覺
大
師
の
入
唐
の
時
、

同
じ
く
青
龍
寺
に
滯
在
し
て
、
畫
工
を
雇
ひ
佛
像
を
畫
か
し
め
ん
と
し
た
が
、
報
酬
多
か
ら
ざ
る
爲
、
一
時
拒

絶
さ
れ
た
事
實
も
あ
る
。
當
時
大
師
の
御
手
許
は
決
し
て
豐
富
で
な
か
つ
た
筈
と
想
ふ
。
由
來
精
神
的
事
業
に

出
金
を
惜
む
の
が
、
日
本
政
府
及
び
日
本
國
民
の
古
今
の
通
弊
で
あ
る
。

　
唐
時
代
に
於
け
る
我
が
留
學
生
及
び
學
問
僧
の
待
遇
は
、
委
細
の
こ
と
は
知
り
難
い
け
れ
ど
、
決
し
て
十
分

で
な
か
つ
た
。
大
師
が
同
伴
の
橘
逸
勢
の
爲
に
、
日
本
國
使
へ
學
資
窮
乏
を
申
出
ら
れ
た
、
「
爲
橘
學
生
與
本

國
使
啓
」
の
中
に
、

　
　
日
月
荏
苒
、
資
生
都
盡
。
此
國
所
給
衣
糧
、
僅
以
續
命
、
不
足
束
脩
讀
書
之
用
。
若
使
專
守
微
生
之
信
、

　
　
豈
待
廿
年
之
期
。
非
只
轉
螻
命
於
壑
、
誠
則
國
家
之
一
瑕
也
（
『
性
靈
集
』
卷
五
）

と
述
べ
ら
れ
て
居
る
に
據
る
と
、
當
時
の
留
學
生
は
、
支
那
政
府
か
ら
支
給
さ
る
る
衣
食
に
由
つ
て
露
命
を
維

ぐ
の
み
で
、
積
極
的
研
究
な
ど
の
餘
裕
の
な
か
つ
た
こ
と
が
判
る
。
大
師
も
略
之
と
同
樣
の
待
遇
か
と
想
ふ
。
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か
か
る
境
遇
の
間
に
一
流
の
藝
術
家
を
雇
ひ
、
佛
畫
佛
具
を
作
り
、
幾
多
の
筆
生
を
雇
う
て
經
文
を
寫
す
の

は
、
中
々
容
易
の
こ
と
で
あ
る
ま
い
。
現
に
大
師
が
歸
朝
の
途
次
、
浙
江
の
越
州
（
今
の
會
稽
道
紹
興
縣
）
に

立
ち
寄
ら
れ
、
越
州
の
地
方
長
官
に
經
典
の
蒐
集
を
依
頼
さ
れ
た
時
の
「
與
越
州
節
度
使
求
内
外
經
書
啓
」
に
、

　
　
今
見
於
長
安
城
中
、
所
寫
得
經
論
疏
等
凡
三
百
餘
軸
、
及
大
悲
胎
藏
金
剛
界
等
大
曼
荼
羅
尊
容
、
竭
力
涸

　
　
財
、
※
逐
圖
畫
矣
。
然
而
人
劣
教
廣
、
未
拔
一
毫
、
衣
鉢
竭
盡
、
不
能
雇
人
、
忘
食
寢
勞
書
寫
（
『
性
靈

　
　
集
』
卷
五
）
。

と
告
白
さ
れ
て
居
る
で
は
な
い
か
。
大
師
を
し
て
、
逸
勢
を
し
て
、
此
く
の
如
き
窮
乏
の
裡
に
求
法
講
學
せ
し

め
た
、
當
時
の
日
本
政
府
の
處
置
は
、
今
日
か
ら
觀
て
甚
だ
遺
憾
に
堪
へ
ぬ
。
併
し
こ
は
さ
き
に
申
置
い
た
通

り
、
古
今
を
通
ず
る
我
國
の
缺
陷
で
あ
る
。
千
百
年
後
の
大
正
の
今
日
と
雖
ど
も
、
こ
の
缺
陷
は
格
別
改
良
さ

れ
て
居
ら
ぬ
。
四
五
日
前
の
新
聞
紙
に
、
ド
イ
ツ
の
マ
ル
ク
爲
替
相
場
が
下
落
し
た
か
ら
、
在
獨
の
日
本
研
究

員
は
、
大
盡
暮
ら
し
を
し
て
居
る
と
い
ふ
記
事
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は
一
時
的
現
象
に
過
ぎ
ぬ
。
名
義
こ
そ
從

來
の
留
學
生
は
在
外
研
究
員
と
改
良
さ
れ
た
が
、
實
際
の
待
遇
は
、
到
底
陸
海
軍
等
の
在
外
研
究
員
と
比
較
出

來
ぬ
程
愍
然
た
る
も
の
で
あ
る
。
私
も
二
年
間
の
支
那
留
學
中
、
可
な
り
苦
し
い
境
遇
に
在
つ
た
か
ら
、
こ
の

點
に
就
い
て
は
、
特
に
大
師
に
同
情
申
上
ぐ
る
次
第
で
あ
る
。

　
か
く
す
る
間
に
、
そ
の
年
の
十
二
月
十
五
日
に
、
惠
果
阿
闍
梨
は
老
病
を
以
て
遂
に
入
寂
さ
れ
た
。
大
師
が

就
い
て
請
益
さ
れ
て
か
ら
、
正
し
く
半
歳
の
後
に
當
る
。
若
し
大
師
の
入
唐
が
半
年
後
く
れ
た
な
ら
ば
、
永
遠

に
阿
闍
梨
に
請
益
の
機
會
を
失
は
れ
た
筈
で
あ
る
。
大
師
は
延
暦
二
十
三
年
の
五
月
に
入
唐
の
勅
許
を
受
け
、
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そ
の
六
月
に
難
波
津
を
發
船
し
て
、
翌
七
月
に
支
那
に
渡
航
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
都
合
よ
き
遠
征
は
、

當
時
で
申
せ
ば
稀
有
の
幸
運
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
は
風
待
ち
の
爲
に
、
半
年
か
一
年
、
時
に
は
二
年
を
も
空

費
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
傳
教
大
師
の
如
き
も
、
延
暦
二
十
二
年
に
入
唐
の
豫
定
が
、
一
年
延
期
を
餘
儀
な
く

さ
れ
て
居
る
。
た
と
ひ
大
師
が
首
尾
よ
く
入
唐
さ
れ
て
も
、
若
し
惠
果
阿
闍
梨
が
半
年
早
く
入
寂
さ
れ
た
な
ら

ば
、
水
魚
の
關
係
に
在
る
こ
の
二
方
は
、
永
遠
に
會
合
の
機
會
を
失
は
る
べ
き
筈
で
あ
つ
た
。
萬
一
か
か
る
場

合
あ
り
と
せ
ば
、
大
師
の
爲
に
も
、
惠
果
阿
闍
梨
の
爲
に
も
、
一
大
不
幸
な
る
べ
き
は
勿
論
、
第
一
日
本
の
宗

教
界
に
と
つ
て
、
想
像
以
上
の
大
損
失
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
考
へ
る
と
、
大
師
と
阿
闍
梨
と
の
會
合
こ

そ
、
實
に
千
歳
の
一
遇
と
申
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
惠
果
示
寂
の
後
ち
、
大
師
は
こ
の
恩
師
の
爲
に
碑
文
を
作
ら
れ
た
。
『
性
靈
集
』
卷
二
に
收
め
て
あ
る
、
大

唐
神
都
青
龍
寺
故
三
朝
國
師
灌
頂
阿
闍
梨
惠
果
和
尚
之
碑
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
體
大
師
の
文
章
は
、
時
代
の
風

尚
を
受
け
た
四
六
駢
儷
體
で
、
こ
の
碑
文
も
勿
論
同
樣
で
あ
る
が
、
今
日
傳
は
れ
る
大
師
の
文
章
の
中
で
、
尤

も
傑
出
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
文
學
隆
盛
の
支
那
の
本
場
で
、
一
外
國
の
沙
門
の
身
を
以
て
、

名
譽
あ
る
文
章
を
作
る
と
い
ふ
の
で
、
隨
分
苦
心
さ
れ
た
故
も
あ
ら
う
が
、
同
時
に
衷
心
か
ら
恩
師
に
對
す
る

思
慕
景
仰
の
念
の
深
厚
な
る
故
と
思
ふ
。

　
大
師
の
入
唐
中
第
一
に
恩
顧
を
受
け
た
の
は
、
上
述
の
惠
果
阿
闍
梨
で
あ
る
が
、
之
と
共
に
今
一
人
の
般
若

三
藏
を
見
逃
が
し
て
は
な
ら
ぬ
。
大
師
自
身
も
、
そ
の
「
與
本
國
使
請
共
歸
啓
」
に
、

　
　
著
草
履
歴
城
中
、
幸
遇
中
天
竺
國
般
若
三
藏
、
及
供
奉
惠
果
大
阿
闍
梨
、
膝
歩
接
足
、
仰
彼
甘
露
（
『
性
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靈
集
』
卷
五
）
。

と
明
言
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
般
若
三
藏
の
住
す
る
醴
泉
寺
は
、
右
街
の
醴
泉
坊
に
在
つ
た
。
我
が
慈
覺
大
師
も

こ
の
寺
の
宗
穎
に
就
い
て
教
を
請
は
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
般
若
三
藏
は
北
印
度
迦

畢

試

の
人
で
　
　
『
性
靈
集
』
に
、
中
天
竺
國
般
若
三
藏
と
あ
る
の
は
、
想
ふ
に
、

こ
の
三
藏
が
主
と
し
て
中
天
竺
で
修
業
し
た
故
で
あ
ら
う
。
『
宋
高
僧
傳
』
の
卷
二
に
、
迦
畢
試
の
智
慧
を
收

め
、
卷
三
に
罽
賓
の
般
若
を
收
め
て
あ
る
が
、
之
は
何
れ
も
同
一
の
般
若
三
藏
を
指
し
た
も
の
か
と
疑
は
れ
る

　
　
天
竺
を
歴
游
し
た
後
ち
、
海
路
か
ら
廣
州
に
來
り
、
徳
宗
の
建
中
三
四
年
（
西
暦
七
八
二
　
七
八
三
）
の

頃
に
長
安
に
到
着
し
た
。
長
安
で
偶
然
そ
の
近
親
の
羅
好
心
　
　
羅
好
心
の
父
は
般
若
三
藏
の
母
の
同
胞
で
、

羅
好
心
と
般
若
三
藏
と
は
表
兄
弟










で
あ
る
　
　
と
て
、
印
度
か
ら
支
那
に
來
り
仕
へ
て
、
近
衞
の
將
軍
に
出

身
し
て
居
る
者
に
邂
逅
し
て
、
そ
の
家
に
厄
介
に
な
つ
て
居
る
間
に
、
大
秦
寺
と
い
ふ
ネ
ス
ト
ル
教
の
寺
の
僧

景
淨
と
協
力
し
て
、
胡
本
六
波
羅
密
｛
多
｝
經
を
漢
譯
し
た
。
胡
本
と
は
榊
博
士
の
講
演
に
も
申
述
べ
ら
れ
て

あ
る
如
く
、
恐
ら
く
中
央
ア
ジ
ア
の
ソ
グ
ド
語
の
佛
典
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。
ソ
グ
ド
語
と
は
西
暦
九
世
紀
の

頃
ま
で
、
廣
く
中
央
ア
ジ
ア
一
帶
に
行
は
れ
た
イ
ラ
ン
語
系
の
言
葉
で
、
そ
の
文
字
は
シ
リ
ア
文
字
と
略
同
樣

で
、
横
書
な
が
ら
梵
語
と
は
反
對
に
、
右
か
ら
左
へ
書
く
の
で
あ
る
。
漢
譯
佛
典
の
原
本
に
梵
・
胡
の
區
別
が

あ
る
。
胡
と
は
ソ
グ
ド
語
に
限
つ
た
譯
で
は
な
い
が
、
ソ
グ
ド
語
も
胡
語
の
中
に
攝
收
さ
れ
て
居
る
。

　
支
那
の
記
録
に
據
つ
て
も
、
又
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
記
録
を
見
て
も
、
中
央
ア
ジ
ア
一
帶
の
地
に
、
古
く
佛
教

が
流
行
し
て
居
つ
た
。
爾
後
マ
ニ
教
や
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
や
、
最
後
に
イ
ス
ラ
ム
教
が
侵
入
す
る
に
從
ひ
、
佛
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教
の
勢
力
は
次
第
に
衰
退
し
た
け
れ
ど
、
西
暦
八
世
紀
の
半
頃
、
即
ち
ほ
ぼ
般
若
三
藏
の
時
代
ま
で
は
、
細
々

な
が
ら
そ
の
法
運
を
維
持
し
て
居
つ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
中
央
ア
ジ
ア
地
方
に
行
は
れ
た
、
ソ
グ
ド
語
の
佛
典
も

存
す
る
譯
で
あ
る
。

　
併
し
般
若
三
藏
が
景
淨
と
共
譯
し
た
、
最
初
の
六
波
羅
密
多
經
は
、
種
々
の
點
に
於
て
不
完
全
で
あ
つ
た
。

第
一
般
若
三
藏
は
佛
教
に
達
す
れ
ど
も
、
胡
語
・
唐
語
（
支
那
語
）
を
知
ら
ず
、
景
淨
は
胡
語
を
知
れ
ど
も
、

佛
教
に
達
し
て
居
ら
ぬ
か
ら
、
こ
の
二
人
が
協
力
し
て
も
、
到
底
完
全
な
る
翻
譯
が
出
來
る
筈
が
な
い
。
か
く

し
て
般
若
三
藏
は
貞
元
四
年
（
西
暦
七
八
八
）
に
、
新
に
梵
本
か
ら
六
波
羅
密
多
經
を
譯
し
た
。
こ
れ
が
今
日

に
傳
は
る
所
の
『
大
乘
理
趣
六
波
羅
密
｛
多
｝
經
』
で
あ
る
。
元
來
こ
の
般
若
三
藏
は
日
本
へ
も
渡
航
布
教
の

志
を
懷
い
て
居
つ
た
人
故
、
大
師
に
對
し
て
特
別
の
眷
顧
を
垂
れ
、
そ
の
譯
出
し
た
『
新
譯
華
嚴
經
』
『
大
乘

理
趣
六
波
羅
密
｛
多
｝
經
』
等
を
始
め
、
梵
夾
三
口
を
授
け
た
次
第
は
、
『
御
請
來
目
録
』
に
載
せ
ら
れ
て
居

る
。

　
こ
の
般
若
三
藏
の
相
手
と
な
つ
た
大
秦
寺
の
僧
景
淨
と
い
ふ
は
、
徳
宗
の
建
中
二
年
（
西
暦
七
八
一
）
に
建

設
さ
れ
た
、
か
の
有
名
な
大
秦
景
教
流
行
中
國
碑
文
を
撰
述
し
た
人
で
あ
る
。
景
淨
の
本
名
を
ア
ダ
ム
（A

da

m

）
と
い
ふ
。
彼
の
建
設
に
關
係
し
た
景
教
碑
は
、
唐
時
代
に
於
け
る
ネ
ス
ト
ル
教
が
支
那
に
流
行
し
た
來
歴

を
明
か
に
し
た
も
の
で
、
耶
蘇
教
國
民
に
と
つ
て
忘
れ
難
い
好
箇
の
記
念
物
で
あ
る
。
從
つ
て
歐
米
諸
國
民
は
、

こ
の
景
教
碑
に
對
し
て
、
吾
人
の
想
像
以
上
の
執
着
を
も
つ
て
居
る
。
嘗
て
在
北
京
の
外
交
團
が
一
致
し
て
、

支
那
政
府
に
こ
の
碑
の
保
護
を
交
渉
し
た
こ
と
さ
へ
あ
る
。
今
よ
り
十
四
五
年
前
の
明
治
四
十
年
に
、
デ
ン
マ
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ー
ク
の
學
士
何

樂

模

（H
olm

）
と
い
ふ
人
が
、
英
米
二
國
で
資
金
を
作
り
、
こ
の
景
教
碑
を
買
收
す
る
目
的

で
長
安
へ
出
掛
け
た
。
こ
の
計
畫
は
種
々
の
故
障
に
よ
つ
て
、
遂
に
實
現
を
見
な
か
つ
た
が
、
そ
の
何
樂
模
氏

は
長
安
で
、
景
教
碑
の
原
物
と
同
質
同
大
の
模
造
碑
を
作
り
、
之
を
米
國
へ
持
ち
込
ん
だ
。
こ
の
事
件
の
爲
に
、

一
時
支
那
の
官
民
は
大
騷
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
丁
度
こ
の
事
件
の
最
中
に
、
私
が
偶
然
長
安
へ
參
つ
た
の
で
、

こ
の
景
教
碑
と
は
可
な
り
深
い
因
縁
を
作
つ
た
。
そ
の
委
細
の
事
實
は
、
明
治
四
十
三
年
四
月
の
『
藝
文
』
に

發
表
し
て
置
い
た
。
何
樂
模
氏
と
は
行
違
つ
て
面
識
は
な
い
が
、
ど
こ
か
ら
か
私
の
こ
と
を
聞
き
知
つ
た
と
見

え
、
明
治
四
十
五
年
に
、
態
〻
書
信
を
寄
せ
、
景
教
碑
の
模
造
碑
を
作
つ
た
爲
、
歐
米
の
教
界
・
學
界
か
ら
、

幾
多
の
表
奬
を
受
け
た
か
ら
、
喜
ん
で
く
れ
と
い
ふ
鄭
重
な
挨
拶
が
あ
つ
た
（
「
大
秦
景
教
流
行
中
國
碑
に
就

い
て
」
）
。

　
長
安
に
現
存
す
る
景
教
碑
の
本
物
以
外
に
、
近
年
そ
の
模
造
碑
が
世
界
に
二
個
出
來
た
。
一
つ
は
上
述
の
明

治
四
十
年
に
、
何
樂
模
氏
の
作
つ
た
も
の
で
、
久
し
く
米
國
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
中
央
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
て

あ
つ
た
が
、
近
頃
ロ
ー
マ
の
教
皇
廳
へ
移
轉
さ
れ
た
と
い
ふ
。
今
一
つ
は
明
治
四
十
四
年
に
、
英
國
の
ゴ
ル
ド

ン
夫
人
が
、
我
が
高
野
山
の
奧
院
に
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
想
ふ
に
景
淨
が
嘗
て
密
教
の
翻
經
に
助
力
し
た

と
い
ふ
因
縁
か
ら
、
之
を
我
が
國
の
密
教
の
靈
場
た
る
高
野
山
に
建
設
し
た
の
で
あ
ら
う
。
何
樂
模
氏
の
作
つ

た
模
造
碑
は
、
原
碑
と
寸
分
違
は
ぬ
と
い
ふ
。
高
野
山
建
設
の
模
造
碑
は
、
私
は
未
だ
親
覩
の
機
を
得
ぬ
が
、

寫
眞
で
觀
た
所
で
は
、
原
碑
と
隨
分
相
違
し
て
居
る
樣
に
思
ふ
。

　
さ
て
本
題
に
立
ち
歸
つ
て
、
惠
果
阿
闍
梨
は
順
宗
の
永
貞
元
年
（
延
暦
二
十
四
年
＝
西
暦
八
〇
五
）
の
十
二
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月
に
入
寂
さ
れ
、
そ
の
翌
年
即
ち
、
憲
宗
の
元
和
元
年
（
大
同
元
年
＝
西
暦
八
〇
六
）
の
正
月
十
六
日
に
埋
葬

さ
れ
た
。
惠
果
の
埋
葬
を
終
る
と
間
も
な
く
、
大
師
は
長
安
を
引
き
拂
つ
て
歸
朝
の
途
に
就
か
れ
た
。
大
師
退

京
の
時
日
は
、
何
れ
の
記
録
に
も
傳
つ
て
居
ら
ぬ
。
併
し
大
師
は
こ
の
年
の
三
四
月
の
交
に
、
既
に
浙
江
地
方

に
南
下
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
「
與
越
州
節
度
使
求
内
外
經
書
啓
」
に
、
元
和
元
年
四
月
と
記
し
て
あ
り
、
ま
た

朱
千
乘
　
　
浙
江
地
方
の
人
と
推
す
べ
き
強
い
理
由
が
あ
る
　
　
の
送
別
詩
序
（
『
高
野
大
師
御
廣
傳
』
上
）

に
、
元
和
元
年
春
姑
洗
之
月
と
記
し
て
あ
り
、
而
し
て
姑
洗
之
月
と
は
舊
三
月
を
指
す
か
ら
、
此
等
の
事
實
か

ら
推
測
す
る
と
、
し
か
く
斷
定
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
越
州
は
長
安
を
距
る
こ
と
三
千
五
百
里
　
　
『
元
和
郡
縣
志
』
に
據
る
と
三
千
五
百
三
十
里
　
　
で
約
一
ヶ

月
半
の
路
程
に
當
る
。
現
に
前
年
の
遣
唐
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
一
行
は
、
二
月
十
日
（
若
し
く
ば
十
一
日
）

に
長
安
を
發
し
て
、
三
月
二
十
九
日
に
越
州
に
到
着
し
た
。
そ
の
間
に
四
十
八
九
日
を
費
し
て
居
る
。
大
師
も

三
四
月
の
交
に
、
越
州
附
近
ま
で
歸
來
せ
ら
る
る
に
は
、
二
月
中
旬
後
く
も
そ
の
二
十
日
頃
ま
で
に
、
長
安
を

出
發
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
れ
ば
大
師
の
住
唐
は
滿
二
年
と
い
ふ
條
、
そ
の
實
長
安
に
於
け
る
留
學
期
は
、
一

年
二
ヶ
月
に
滿
た
ぬ
。
元
來
大
師
は
二
十
年
間
も
支
那
に
留
學
さ
る
べ
き
大
望
を
懷
か
れ
て
居
つ
た
に
拘
ら
ず
、

僅
に
一
年
有
餘
に
し
て
歸
朝
の
途
に
就
か
れ
た
第
一
の
大
原
因
は
、
恩
師
惠
果
阿
闍
梨
の
遺
託
を
重
ん
じ
、
一

日
も
早
く
眞
言
の
密
教
を
、
故
國
の
日
本
に
傳
播
せ
ん
爲
と
推
測
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
恩
師
の
埋
葬
事
終
つ
て
、

約
一
ヶ
月
間
に
長
安
を
引
き
拂
は
れ
た
事
實
は
、
尤
も
雄
辯
に
こ
の
推
測
を
裏
書
す
る
か
と
思
ふ
。
か
く
て
大

師
は
往
時
と
同
一
の
驛
路
を
、
反
對
に
杭
州
に
下
り
、
杭
州
か
ら
越
州
に
往
き
、
越
州
・
明
州
の
間
に
數
ヶ
月
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滯
留
の
上
、
そ
の
年
の
八
月
に
遣
唐
判
官
高
階
眞
人
遠
成
の
一
行
に
加
は
り
、
明
州
よ
り
出
帆
し
て
、
十
月
に

歸
朝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
七
）
結
語

　
大
師
入
唐
の
事
蹟
は
略
述
べ
盡
し
た
か
ら
、
最
早
こ
の
講
演
を
終
ら
う
と
思
ふ
。
私
の
講
演
は
事
實
の
羅
列

が
多
く
て
、
無
味
乾
燥
な
る
に
加
へ
て
、
肝
心
の
辯
舌
が
不
達
者
な
る
爲
、
定
め
て
聽
衆
諸
君
に
多
大
の
迷
惑

を
か
け
た
こ
と
と
、
こ
の
點
に
就
い
て
は
、
衷
心
よ
り
陳
謝
申
上
げ
る
。
講
演
を
終
る
に
際
し
て
、
そ
の
結
論

と
し
て
、
左
の
二
項
を
申
添
へ
て
置
き
た
い
。
そ
れ
が
多
少
な
り
と
も
諸
君
に
裨
益
を
與
へ
、
發
憤
を
促
が
す

こ
と
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
私
の
講
演
が
無
意
味
で
な
か
つ
た
筈
と
、
自
身
滿
足
い
た
す
次
第
で
あ
る
。

　
（
Ⅰ
）
當
時
の
入
唐
留
學
は
、
想
像
以
上
に
危
險
困
難
で
あ
つ
た
。
身
命
を
擲
つ
大
覺
悟
が
な
く
て
は
、
支

那
に
出
掛
け
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
か
か
る
危
險
困
難
を
物
と
も
せ
ず
、
陸
續
入
唐
し
た
當
時
の
僧
侶
の
勇
氣
の

大
な
る
、
信
念
の
篤
き
、
千
歳
の
下
猶
ほ
後
人
を
感
憤
せ
し
む
る
に
十
分
で
あ
る
。
私
は
今
囘
の
講
演
を
機
會

に
、
大
師
は
申
す
迄
も
な
く
、
大
師
の
前
後
に
入
唐
し
た
我
が
國
の
僧
侶
の
傳
記
を
も
、
一
應
調
査
し
た
が
、

此
等
の
人
々
が
、
求
法
の
爲
に
千
辛
萬
苦
を
嘗
め
ら
れ
た
當
時
を
追
憶
す
る
毎
に
、
幾
度
と
な
く
不
覺
の
涙
を

禁
ず
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
此
等
の
人
々
の
入
唐
は
、
名
譽
の
爲
で
も
な
く
、
利
慾
の
爲
で
も
な
く
、
全

く
純
粹
な
る
信
仰
の
爲
で
あ
る
。
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大
師
の
後
ち
五
十
年
許
り
を
經
て
、
清
和
天
皇
の
御
世
に
、
總
持
院
の
濟
詮
と
い
ふ
當
時
相
當
高
名
の
僧
侶

が
、
入
唐
の
志
を
懷
き
、
智
證
大
師
に
面
謁
し
て
、
彼
國
の
風
俗
を
問
ひ
、
併
せ
て
支
那
語
の
教
授
を
請
は
ん

と
し
た
が
、
智
證
大
師
は
相
手
に
せ
ぬ
。
默
然
一
無
所
對
と
い
ふ
程
の
冷
遇
を
示
し
た
か
ら
、
濟
詮
は
不
平
滿

々
と
し
て
辭
し
去
つ
た
。
智
證
大
師
は
そ
の
弟
子
に
向
ひ
、
濟
詮
は
才
辯
は
あ
る
が
信
念
が
薄
い
。
彼
は
信
仰

の
爲
に
入
唐
す
る
の
で
な
く
、
名
聞
の
爲
に
入
唐
す
る
の
で
あ
る
。
名
聞
の
爲
に
入
唐
せ
ん
な
ど
は
、
以
て
の

外
の
心
違
ひ
で
あ
る
と
訓
戒
さ
れ
た
と
い
ふ
。
誠
に
當
時
入
唐
求
法
の
僧
侶
の
大
多
數
は
、
智
證
大
師
の
申
さ

れ
た
如
く
、
名
聞
利
慾
を
超
脱
し
た
、
燃
ゆ
る
が
如
き
信
仰
を
も
つ
て
居
つ
た
。
僧
侶
に
か
か
る
信
仰
あ
つ
た

れ
ば
こ
そ
、
佛
法
も
興
隆
し
た
譯
で
あ
る
。

　
支
那
に
於
け
る
佛
教
の
歴
史
を
見
渡
し
て
も
、
佛
法
の
興
隆
と
、
僧
侶
の
入
竺
求
法
と
は
、
略
一
致
し
て
居

る
。
數
多
き
入
竺
求
法
の
僧
侶
の
中
に
は
、
法
顯
や
玄
奘
が
あ
る
。
法
顯
・
玄
奘
の
紀
行
や
傳
記
は
、
七
八
十

年
も
以
前
か
ら
西
洋
に
翻
譯
さ
れ
て
居
る
が
、
此
等
の
傳
記
を
讀
ん
だ
彼
地
の
一
學
者
は
、
非
常
に
感
動
し
て
、

次
の
如
き
告
白
を
し
て
居
る
。
我
々
西
洋
人
が
東
洋
人
を
異
端
と
し
て
排
斥
し
、
宗
教
的
信
仰
心
な
き
が
如
く

輕
侮
す
る
が
、
こ
は
確
に
間
違
ひ
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
法
顯
や
玄
奘
の
傳
記
を
讀
め
ば
、
誰
人
も
彼
等
の
燃

る
が
如
き
信
仰
心
に
感
動
さ
れ
な
い
者
は
な
か
ら
う
。
東
洋
人
に
も
か
か
る
美
は
し
い
信
仰
心
存
す
る
以
上
、

我
々
は
決
し
て
彼
等
を
輕
侮
す
べ
き
で
な
い
と
告
白
し
て
居
る
。
我
が
入
唐
求
法
の
僧
侶
の
傳
記
も
、
法
顯
・

玄
奘
の
そ
れ
と
同
樣
、
一
つ
の
教
訓
書
と
認
め
て
も
何
等
差
支
が
な
い
。
今
日
宗
教
界
の
人
々
が
、
よ
く
此
等

の
傳
記
を
反
復
翫
味
し
て
、
宗
祖
高
僧
の
心
を
心
と
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
我
が
佛
教
の
前
途
洋
々
た
る
べ
き
こ
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と
疑
を
容
れ
ぬ
と
思
ふ
。

　
（
Ⅱ
）
當
時
入
唐
し
た
我
が
國
の
僧
侶
は
、
一
般
に
支
那
の
僧
侶
か
ら
好
遇
を
受
け
た
。
大
師
が
長
安
に
於

て
、
惠
果
阿
闍
梨
や
般
若
三
藏
か
ら
、
甘
露
を
仰
い
だ
次
第
は
、
已
に
申
述
べ
て
置
い
た
。
慈
覺
大
師
で
も
、

智
證
大
師
で
も
、
そ
の
他
の
入
唐
僧
侶
で
も
、
或
は
長
安
に
於
て
、
或
は
北
支
那
の
五
台
山
に
於
て
、
或
は
南

支
那
の
天
台
山
等
に
於
て
、
支
那
の
大
徳
か
ら
多
大
の
利
益
を
受
け
て
居
る
。
此
等
支
那
の
大
徳
は
、
そ
の
あ

ら
ゆ
る
蘊
蓄
を
傾
け
て
、
海
外
の
求
法
者
を
啓
沃
し
た
。
我
が
入
唐
僧
侶
の
天
分
の
卓
越
せ
る
こ
と
を
認
む
る

と
同
時
に
、
支
那
僧
侶
の
好
意
を
も
忘
る
べ
き
で
な
い
。
た
だ
に
宗
界
に
限
ら
ず
、
俗
界
の
官
民
と
も
に
、
我

が
入
唐
僧
侶
に
對
し
て
、
手
厚
い
保
護
世
話
を
加
へ
て
居
る
。

　
一
體
我
が
國
は
過
去
千
幾
百
年
に
亙
つ
て
、
久
し
い
間
、
學
問
と
い
は
ず
、
藝
術
と
い
は
ず
、
宗
教
と
い
は

ず
、
一
切
の
文
化
を
支
那
よ
り
承
け
繼
い
だ
。
就
中
佛
教
方
面
に
於
て
、
尤
も
大
な
る
裨
益
を
受
け
て
居
る
。

學
問
や
藝
術
の
爲
よ
り
も
、
宗
教
の
爲
に
入
唐
入
宋
し
た
人
數
の
多
い
の
を
見
て
も
、
容
易
に
こ
の
事
情
が
理

會
さ
れ
る
。
こ
の
長
年
月
に
亙
つ
て
受
け
た
恩
徳
は
、
何
日
か
は
必
ず
返
報
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
日
清
戰
役
以
後
、
流
石
に
因
循
姑
息
な
支
那
國
民
の
間
に
も
、
變
法
自
強
の
聲
が
高
ま
り
、
一
切
の
革
新
は

日
本
を
手
本
と
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
制
度
・
文
物
・
學
問
・
教
育
等
、
皆
日
本
の
そ
れ
を
模
倣
す
る
。
た
と

ひ
歐
米
の
文
化
で
も
、
一
度
同
文
同
種
の
日
本
を
經
由
し
た
も
の
を
採
用
す
る
方
が
、
歐
米
か
ら
直
接
輸
入
す

る
よ
り
、
危
險
が
少
く
て
便
宜
が
多
い
と
い
ふ
の
で
、
夥
多
の
留
學
生
を
我
が
國
に
送
り
、
又
我
が
國
か
ら
幾

多
の
教
習
を
迎
へ
た
。
一
時
我
が
國
へ
來
た
支
那
留
學
生
の
數
は
萬
を
越
え
、
彼
國
に
招
聘
さ
れ
た
日
本
教
習
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の
數
は
五
百
以
上
に
も
及
ん
だ
。
光
緒
三
十
一
年
（
明
治
三
十
八
）
六
月
に
、
署
兩
江
總
督
周
馥
か
ら
外
務
省

へ
の
上
申
書
に
、

　
　
比
年
以
來
、
學
堂
諸
生
、
願
師
日
本
。
游
學
諸
生
、
願
留
日
本
。
兵
操
則
思
改
日
本
、
語
言
則
樂
效
日
本
。

　
　
と
あ
る
通
り
、
官
民
と
も
に
日
本
で
な
け
れ
ば
、
夜
も
晝
も
開
け
ぬ
と
い
ふ
状
態
で
あ
つ
た
。

　
漢
字
す
ら
日
本
か
ら
逆
輸
入
し
た
熟
字
が
歡
迎
さ
れ
る
。
團
體
・
運
動
・
目
的
・
代
表
・
犧
牲
・
社
會
・
舞

臺
・
組
織
・
機
關
等
の
文
字
は
、
今
日
支
那
の
新
聞
雜
誌
上
に
散
見
し
て
居
る
が
、
此
等
の
熟
字
は
何
れ
も
日

清
戰
役
後
に
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
だ
よ
い
。
支
那
人
の
中
に
は
、
更
に
進
ん
で

株
式
・
手
形
・
組
合
・
手
續
・
取
締
・
黒
幕
等
の
恐
れ
入
つ
た
熟
字
ま
で
も
、
歡
迎
使
用
す
る
の
で
あ
る
。

　
變
つ
た
方
面
で
は
、
日
本
か
ら
大
和
魂
ま
で
も
、
支
那
に
輸
出
し
て
居
る
。
往
古
日
本
が
盛
に
支
那
の
文
化

を
輸
入
し
た
時
代
で
も
、
和
魂
漢
才
と
申
し
て
、
國
魂
だ
け
は
決
し
て
支
那
の
厄
介
に
な
ら
な
か
つ
た
が
、
支

那
で
は
そ
の
國
魂
ま
で
も
、
日
本
か
ら
輸
入
し
て
居
る
。
支
那
の
先
覺
者
の
中
に
は
、
日
本
の
國
運
の
振
興
し

た
の
は
、
大
和
魂
の
御
蔭
で
あ
る
。
支
那
の
國
勢
不
振
は
、
中
國
魂
な
き
に
よ
る
。
支
那
の
急
務
は
中
國
魂
を

製
造
す
る
に
在
り
と
絶
叫
し
た
者
も
あ
る
。
國
魂
と
か
國
粹
と
か
い
ふ
熟
字
も
、
皆
日
本
か
ら
輸
入
し
た
新
熟

字
た
る
こ
と
申
す
迄
も
な
い
。

　
要
す
る
に
六
朝
・
隋
・
唐
以
來
、
千
五
百
年
に
亙
つ
て
、
我
が
國
は
絶
え
ず
支
那
の
文
化
を
借
り
受
け
た
が
、

日
清
戰
役
後
二
十
年
の
間
に
、
國
魂
の
如
き
立
派
な
利
子
ま
で
添
へ
て
、
そ
の
借
債
を
返
還
し
た
。
唯
一
の
未

48大師の入唐



拂
と
し
て
殘
つ
て
居
る
の
が
、
宗
教
だ
け
で
あ
る
。
我
が
國
の
佛
教
が
、
過
去
に
於
て
支
那
か
ら
大
な
る
借
債

を
負
ひ
な
が
ら
、
今
日
ま
で
借
金
を
そ
の
儘
に
、
支
拂
は
ず
に
棄
て
置
く
の
は
、
何
と
し
て
も
不
都
合
と
申
す

外
な
い
。
是
非
日
本
よ
り
佛
教
を
支
那
に
逆
輸
入
し
て
、
往
時
の
負
債
を
辨
償
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
の

佛
教
を
支
那
に
傳
播
す
る
こ
と
は
、
單
に
消
極
的
に
、
過
去
の
返
禮
を
果
た
す
と
い
ふ
に
止
ら
ず
、
積
極
的
に

兩
國
の
親
睦
を
圖
り
、
世
界
の
平
和
を
進
め
る
爲
に
も
必
要
と
思
ふ
。
日
支
兩
國
は
い
は
ゆ
る
輔
車
唇
齒
の
關

係
に
在
り
な
が
ら
、
最
近
の
如
く
兩
國
民
の
感
情
睽
離
し
、
意
思
干
格
す
る
こ
と
多
い
の
は
、
甚
だ
遺
憾
に
堪

へ
ぬ
。
若
し
佛
教
と
い
ふ
連
鎖
に
よ
つ
て
、
兩
國
民
の
融
合
を
圖
れ
ば
、
幾
分
こ
の
禍
根
を
緩
和
し
得
る
筈
で

あ
る
。

　
成
る
程
支
那
に
於
け
る
、
日
本
の
布
教
權
が
未
だ
確
立
し
て
居
ら
ぬ
か
ら
、
多
少
の
不
便
な
い
で
も
な
い
。

さ
れ
ど
之
は
早
晩
解
決
さ
れ
よ
う
し
、
ま
た
解
決
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
、
さ
ほ
ど
懸
念
す
る
に
足
ら
ぬ
。

懸
念
す
べ
き
は
む
し
ろ
日
本
僧
侶
の
決
心
い
か
ん
に
在
る
。
日
本
の
僧
侶
に
、
三
億
の
支
那
國
民
を
感
化
す
る

だ
け
の
、
勇
氣
と
眞
心
と
を
も
つ
て
居
る
や
否
や
が
、
第
一
の
懸
念
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
明
治
九
年
に
小
栗

栖
香
頂
師
が
、
上
海
に
布
教
に
出
掛
け
た
時
、
當
時
の
東
本
願
寺
の
巖
如
上
人
は
、

　
　
日
の
本
の
光
と
共
に
我
が
法
の
教
へ
隈
な
く
か
が
や
か
せ
か
し
。

と
い
ふ
歌
一
首
を
詠
ま
れ
た
と
い
ふ
が
、
そ
の
後
五
十
年
に
な
ん
な
ん
と
す
る
今
日
の
現
状
は
如
何
で
あ
る
か
。

日
本
の
佛
教
徒
は
、
支
那
に
對
し
て
何
等
い
ふ
に
足
る
程
の
事
を
し
て
居
ら
ぬ
で
は
な
い
か
。
私
は
こ
の
點
に

於
て
我
が
佛
教
界
の
奮
起
一
番
を
切
望
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
我
が
僧
侶
の
努
力
に
よ
り
、
衰
へ
切
つ
た
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支
那
佛
教
界
に
、
新
し
い
生
命
を
與
へ
、
佛
日
再
び
中
華
の
空
に
光
り
輝
く
こ
と
に
な
つ
た
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ

宗
祖
に
對
す
る
何
よ
り
の
大
供
養
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
（
大
正
十
年
六
月
十
五
日
開
催
弘
法
大
師
降
誕
記
念

會
講
演
）
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）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
菅
野
朋
子

2001

年7

月9

日
公
開

2004

年2

月21

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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